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平成２９年度 あ さ ぎ り 町 議 会 第 ４ 回 会 議 会 議 録 （ 第 1 2号 ）  

招 集 年 月 日 平成２９年９月５日  

招 集 の 場 所 あ さ ぎ り 町 議 会 議 場 

開 閉 会 日 時 

及 び 宣 告 

開 議 平成29年9月12日  午前10時00分 議 長 山 口 和 幸 

散 会 平成29年9月12日   午後 4時07分 議 長 山 口 和 幸 

応（不応）招議員

及び出席並びに

欠席議員 

出 席 １６名 

欠 席  ０名 

○ 出席 △ 欠席 

× 不 応 招 

議 席 

番 号 
氏     名 

出欠等

の 別 

議 席 

番 号 
氏     名 

出欠等

の 別 

 １ 市 岡 貴 純 ○ ９ 永 井 英 治 ○ 

 ２ 難 波 文 美 ○ １０ 皆 越 てる子 ○ 

 ３ 加賀山 瑞津子 ○ １１ 小見田  和行 ○ 

 ４ 橋 本   誠 ○ １２ 奥 田 公 人 ○ 

 ５ 久 保 尚 人 ○ １３ 久保田  久男 ○ 

 ６ 小 出 高 明 ○ １４ 溝 口 峰 男 ○ 

 ７ 森 岡   勉 ○ １５ 徳 永 正 道 ○ 

 ８ 豊 永 喜 一 ○ １６ 山 口 和 幸 ○ 

議事録署名議員 ９番 永 井 英 治   １０番 皆 越 てる子 

出席した議会書記 事務局長  片 山  守    事務局書記  林  敬 一 

地方自治法第１２１ 

条により説明のた 

め出席した者の職 

氏名 

 出席  ○ 

 欠席  × 

  

職 名 氏     名 
出欠等

の 別 
職 名 氏     名 

出欠等

の 別 

町 長 愛 甲 一 典 ○ 
上下水道 

課長補佐 
鬼 塚 拓 夫 ○ 

副 町 長 小 松 英 一 ○ 
農業委員会

事務局長 
大 林 弘 幸 ○ 

農業振興 

課 長 
甲 斐 真 也 ○ 

農業委員会

課長補佐 
山 本 祐 二 ○ 

農業振興 

課長補佐 
山 内  悟 ○    

商工観光 

課 長 
北 口 俊 朗 ○    

商工観光 

課長補佐 
出 田  茂 ○    

建設林業 

課 長 
坂 本 健 一 郎 ○    

建設林業 

課長補佐 
酒 井 裕 次 ○    

上 下 水 道 

課 長 
深 水 光 伸 ○    

議 事 日 程  別紙のとおり 

会議に付した事件  別紙のとおり 
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議事日程（第１２号） 

日程第 １  認定第 １号 平成２８年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定について 

            （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ２  認定第 ５号 平成２８年度あさぎり町上財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 

        （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ３  認定第 ６号 平成２８年度あさぎり町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について      

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ４  議案第２５号 平成２８年度あさぎり町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定につい 

て（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ５  認定第 ７号 平成２８年度あさぎり町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

       （提案理由の説明及び質疑） 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第 １  認定第 １号 平成２８年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定について 

            （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ２  認定第 ５号 平成２８年度あさぎり町上財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 

        （提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ３  認定第 ６号 平成２８年度あさぎり町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について      

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ４  議案第２５号 平成２８年度あさぎり町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定につい 

て（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ５  認定第 ７号 平成２８年度あさぎり町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

       （提案理由の説明及び質疑） 

 

 

 

午前１０時 開 議 

 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、おはようございます。着席。 

◎議長（山口 和幸君）  ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達していますので、これから本日の会

議を開きます。本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。本日は建設経済常任委員会所管課分について

の説明及び質疑を行います。 

日程第１ 認定第１号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第１、認定第１号、平成２８年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてを議題とし説明を求めます。農業委員会。 

●農業委員会事務局長（大林 弘幸君）  おはようございます。農業委員会所管課分の決算について説明いた

します。まず歳入から行います。１２ページをお願いいたします。上段の目４農林水産手数料の、節１農業

費手数料の備考欄の１段目で、耕作証明等手数料の２万５,８００円ですが、耕作証明手数料が４２件、農

家台帳発行手数料が１４件、農地法許可再証明手数料が１９件、その他証明手数料が１１件で、合計の８６
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件の収入分です。１件当たり３００円です。次に１７ページをお願いいたします。上段の節３農業委員会交

付金の備考欄の、農業委員会県交付金、３４４万８,０００円ですが、農業委員会が農地法などに定められ

た業務を行う経費で、国から直接交付されるもので、農業委員会等に関する法律第２条において、農業委員

会の活動を支援するために交付されるものです。その下の機構集積支援事業補助金、１５１万６,０００円

ですが、これは農地の利用状況調査や、農地制度に関する相談活動及び委員や職員の研修費等に使用される

ものです。その下の農業委員会等活動補助事業補助金、１万２,０００円ですが、遊休農地発生防止、解消

のための農地パトロールの分です。次に２０ページをお願いいたします。中ほどの、目１農林水産費受託事

業収入の節１農業者年金受託事業収入、１６４万６,１００円ですが、これは、農業者年金基金から委託を

受けて、農業者年金の業務を行う市町村に対して交付されるものです。その下の、節２農業公社受託収入、

１１万円ですが、熊本県農業公社から委託を行う業務に対して交付されるものです。次に２０ページをお願

いいたします。雑入で、下から２段目の、情報活動交付金、３万４,７５０円ですが、これは全国農業新聞

の普及活動のための交付金です。現在加入数は１３７件となっております。次に歳出に移ります。６０ペー

ジをお願いいたします。下段の目１農業委員会費です。職員の人件費にかかる分は説明を省略いたします。

節１報酬の６８３万８,０００円につきましては、農業委員２６人分の年報酬分です。節４共済費の社会保

険料、１６万８,４１２円と、節７賃金の事務補助員賃金、１１８万４,８６６円及びその下の事務補助員通

勤手当、２万円につきましては、臨時職員分で、農地の相談受付業務をはじめ、土地利用状況調査や農地パ

トロール時の資料作成、調査後の集計を行っていただいております。また、マイクロバス運転手賃金、１万

３,５４８円につきましては、農業委員の研修等における賃金で、遊休農地確認調査賃金、９万９,２２５円

につきましては、昨年の８月に実施しました農地利用状況調査における賃金です。次に、節９旅費の費用弁

償、６０万３,４４９円につきましては、農業委員さんの総会や農地売買契約の立会、農地パトロール等に

おける費用弁償や全国会長大会等の分です。下段の節１１需用費の消耗品費、１９万３,１９４円につきま

しては、活動記録セット、農業委員手帳代、通常業務用のコピー用紙代や書籍代、それと耕作放棄地対策用

のコスモスの種子代等の費用です。節１９負担金補助及び交付金、２６万６,２００円につきましては、郡

市農業委員会協議会、県農業会議、それから人吉球磨女性農業委員ネットワークの負担金の支出分です。次

に、目２農業者年金事務受託事業費、７１０万４,０５４円につきましては、歳入で説明しましたとおり、

農業者年金基金から委託を受けて行っている事業です。この中で、６２ページ上段の節１９負担金補助及び

交付金として、あさぎり町農業者年金受給者協議会に、１人３００円の２８２人分で、８万４,６００円を

支出しております。なお、主要な施策の成果説明書におきましては、１７ページに農業委員会の分を掲載し

ておりますので、御参照いただきますようお願いいたします。以上で農業委員会分の２８年度決算における

説明を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課長（甲斐 真也君）  おはようございます。それでは農業振興課所管分の、平成２８年度決算に

つきまして説明いたします。まず歳入からですけれども、９ページをお願いいたします。中ほどの、目１農

林水産事業費分担金の農業費分担金ですが、各土地改良事業の分担金を収入しているものです。県営緊急畑

総整備事業受益者分担金並びに、町営土地改良事業受益者分担金の現年度分となります。収入未済額の、２

９万４,４００円につきましては、県営緊急畑総整備事業の４名分となっているところです。次に１０ペー

ジをお願いいたします。上から３番目の、目５農林水産業負担金の農業費負担金につきましては、あさぎり

町薬草加工所が７月に落成しましたが、その施設整備に係る経費の一部を、人吉球磨広域行政組合のふるさ

と市町村圏基金より、７,５００万円の事業費負担をいただいたものとなります。次に、下から３番目の、

目４農林水産使用料で、農業施設使用料ですが、農業振興課で管理しております、農村女性の家、もみじ館、
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定住促進センター、畜産センターの使用料となっております。続きまして１２ページ上段となります。目４

農林水産手数料、農業費手数料としまして、農業振興地域証明手数料が、２２件分の手数料となっておりま

す。続きまして１４ページ上段となります。目７災害復旧費補助金ですが、農業用施設災害復旧費補助金に

つきましては、今回はございませんでした。中ほどの、目４農林水産事業費国庫委託金につきましては、国

営川辺川農業利水事業の計画変更に伴う同意徴収に対する委託金を受け入れたものです。続きまして１６ペ

ージをお願いいたします。目４農林水産事業費県補助金です。農業費補助金といたしまして、まず農業制度

資金利子補給費補助金で、延べ２３名分となります。次に、中山間地域等直接支払い推進費補助金、これは

中山間の事務費分の補助金となっております。中山間地域等直接支払い交付金につきましては、交付金の支

払い額の国・県分、４分の３を受け入れたものです。新需給システム推進事業費補助金は、生産調整の事務

費分の補助金となります。青年就農給付金（経営開始型）事業補助金は、個人１３名、夫婦６件の、２５名

が対象となっております。経営所得安定対策推進事業費補助金は、あさぎり地域農業再生協議会へ交付した、

経営所得安定対策に係る補助金となります。多面的機能制度推進費補助金は、多面的機能の事務費分の補助

金です。生産総合事業補助金につきましては、上西地区で低コスト耐候性ハウスを整備し、レタスの生産を

行うために、事業を実施したもので、対象経費の２分の１の助成分を受け入れたものです。農地中間管理機

構集積協力金交付事業交付金につきましては、農地の貸し付けを希望された２件の方から、２７５アールの

申請があり、交付対象額が、９２万７,５００円と、耕作者協力金として、１件の農家が４３アール対象と

なり、４万３,０００円が交付されたものです。多面的機能交付金の、農地維持、資源向上・共同、資源向

上・長寿命化の交付金につきましては、交付金の支払い額の国・県分、４分の３を受け入れたものです。自

給飼料増産総合対策推進事業補助金につきましては、コントラクター育成推進事業として、農事組合法人み

らいへ交付したものとなります。環境保全型農業直接支払い推進費補助金は、平成２８年度から取り組みま

した事業で、事務費分の補助金となります。環境保全型農業直接支払い交付金は、化学肥料、化学合成農薬

の低減や緑肥の作付、堆肥の施用など、有機農業へ取り組む協議会への交付金となります。くまもと稼げる

園芸産地育成対策事業補助金は、町外を含む１８件の農家の方が、単棟ハウス、イチゴの電照施設などを導

入されたものです。産地パワーアップ事業補助金は、免田西地区でソバの産地化を図るために、汎用型コン

バインのリース事業を４戸の農家で取り組まれたものです。担い手確保経営強化支援事業補助金は、２件の

経営体が採択されたものとなります。１７ページをお願いいたします。青年就農給付金（経営開始型）事業

補助金、繰越明許３６８万１６０円は、平成２７年度の補正予算を繰り越しし、平成２８年４月から、９月

までの新規採択予定者分として、給付金を受け入れたものとなります。続きまして、節２林業費補助金で２

行目の有害鳥獣駆除補助金につきましては、国の有害鳥獣被害防止総合対策交付金事業の、６７６万６,０

００円と、熊本県鳥獣捕獲補助金、９３万３,０００円を受け入れしたものです。続きまして１８ページを

お願いいたします。上段の、目２農林水産事業費県委託金の節１農業費委託金につきましては、清願寺ダム

の管理経費と、国営川辺川事業の地区推進調査費として、県から委託金を受け入れたものです。２０ページ

をお願いいたします。中ほどの、目１農林水産費受託事業収入、節４農地中間管理機構受託事業収入ですが、

これにつきましては、事務費分の収入となっております。次に、目３雑入です。２２ページをお願いいたし

ます。下から４行目の、新自給システム推進事業受託料、これは、ＪＡより収入される転作推進分となりま

す。その下の、平成２２年度経営体育成支援事業補助金返還金につきましては、経営体が病気により営農継

続が困難となったために、補助事業で導入した農機具の残存簿価や時価評価額により、補助率の３割分を返

納いただいたものです。中山間地域等直接支払い交付金返還金は、傾斜地区分の設定の違いにより、交付単

価を変更したことで、差額の交付金を返還し、そのうちの市町村負担分の４分の１を受け入れしたものとな

ります。その下の城南地区家畜自衛防疫推進協議会推進費につきましては、熊本県の家畜自衛防疫協会から、
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町が実施した注射頭数により収入されるものです。次に町債となります。２３ページをお願いいたします。

目２農林水産業費、農業施設整備事業債は、特定農業用管水路等特別対策事業分、１,５４０万円と、防災

ダム事業分、８９０万円及び、薬草加工所建設事業分、１,５８０万円を計上したものとなっております。

続きまして歳出となります。６２ページからとなります。主なものを説明いたします。目３農業総務費です。

主に、職員の人件費を計上しているところでありますが、節１９負担金補助及び交付金につきましては、農

業振興を図るための県郡市の負担金となっております。６３ページをお願いいたします。目４農業振興費で、

節９旅費と節１３委託料の繰越明許費につきましては、国の平成２７年度補正予算の、地域創生加速化交付

金事業を申請し、栗のブランド化を図るための事業計画が採択されたものとなります。節１５工事請負費の、

９,０８０万円は、薬草加工所新築工事並びに、外構工事に係る前払い金となります。節１９負担金補助及

び交付金の、あさぎり地域農業振興連絡協議会負担金につきましては、ＪＡと協力し、農業振興を図ってい

るものです。制度資金利子補給費補助金につきましては、２３名が対象となっております。農業共済掛金補

助金は、３８６件の農家の方へ助成を実施したところです。有機農業推進補助金につきましては、有機セン

ターの堆肥購入と、土壌分析の補助金で、３分の１の支援を行っております。１１団体へ助成をしたところ

です。農業振興事業補助金につきましては、単独の農業施設機械の整備補助金を１７件、９９３万２,００

０円分と、大豆の作付に係る種子代と、ライスセンター利用料の２分の１を助成した大豆生産部会への補助

金、３５０万２,０００円となります。獣害対策事業補助金につきましては、電気さく等の設置に対する補

助金で、６件の申請でありました。青年就農給付金（経営開始型）事業補助金につきましては、新規就農者

への補助金として、個人１３名、夫婦６件の２５名が対象となっております。薬草栽培事業補助金は、あさ

ぎり薬草部会が薬草栽培管理のために、両面裾落とし機械を４台導入し、産業活性化基金を活用し、２分の

１の助成を行ったものです。地域の話し合い推進補助金につきましては、人農地プランの充実のために、集

落での話し合いを実施したものです。たばこ耕作者大会補助金は、４月に開催される耕作者大会への支援を

行ったものです。くまもと稼げる園芸産地育成対策事業補助金は、町内の８件の単棟当ハウス整備、６件の

イチゴ電照施設の整備、１件の自動換気装置の導入を行ったものとなります。自給飼料増産総合対策推進事

業補助金につきましては、コントラクター育成事業といたしまして、農事組合法人みらいが行う先進地研修

や、ロール資材等への補助金になります。青年就農給付金（経営開始型）事業補助金の繰越明許につきまし

ては、国の平成２７年度補正予算におきまして、平成２８年４月から、９月の新規採択予定者分の予算措置

がなされ、対象者３名に給付金を交付したものとなります。続きまして、目５農業経営基盤強化促進対策事

業費です。６４ページをお願いいたします。節１の報酬は、総合農政協議会の委員の報酬で年２回開催いた

しまして、農業に関する事業の説明や、人農地プラン、農業支援センターの事業についてなどの協議を行っ

たところです。次に、節１９負担金補助及び交付金の、認定農業者協議会の補助金ですが、会員３３３名、

１５名の役員で運営をされているところです。担い手確保経営強化支援事業助成金につきましては、２件の

経営体で取り組まれ、トラクターやトレーラーなどを、２分の１の補助金により導入をされたものです。次

は、目６農業後継者育成指導費です。学童農園の委託料となりますが、学童農園につきましては、ＪＡの青

壮年部へそれぞれの小学校区ごとに委託をしているものです。学童農園土地借上料は、その土地の借り上げ

料となります。節１９負担金補助及び交付金で、女性活動補助金につきましては、あさぎり町農業女性の会

へ補助金を交付しておりますが、２６名の会員で活動されております。次に、目７農業生産総合対策事業費

の節１９負担金補助及び交付金は、レタス栽培に取り組むために、上西地区に低コスト耐候性ハウスと作業

棟を、強い農業づくり交付金を活用され、２分の１の補助金で整備されたものです。次に、目８水田農業経

営確立対策事業費ですが、節１報酬と、節９旅費の水田営農推進協議会委員報酬、費用弁償につきましては、

全体会を２回開催した分と、水田現地確認等の経費となっているところです。また、節１９負担金補助及び



- 169 - 

交付金は、地域農業再生協議会への補助金で、歳入で経営所得安定対策推進事業費補助金として収入したも

のを、協議会へ事務費として支出しているものとなります。収入減少影響緩和対策利子補給費補助金は、２

５の集落営農生産組合がナラシ対策に加入するために、その加入金をＪＡより一時借入し、その利息分を助

成するものです。産地パワーアップ事業補助金は、免田西地区でソバの産地化を図るために、汎用型コンバ

インをリース事業により導入し、４戸の農家で取り組まれたものです。目９農業施設管理費です。６５ペー

ジをお開きください。節１１需用費で燃料費、光熱水費、修繕料等の支出につきましては、農業振興課で管

理しております農業用施設１５カ所、農村公園、１２カ所分となります。節１３委託料ですが、トイレ清掃

委託料から、除草、清掃委託料までにつきましては、町内の農業施設や農村公園の管理委託料となります。

ふれあい物産館指定管理委託料は、ふるさと振興社へお願いしているものです。天子の水公園管理委託料は、

地元の天子の水公園の管理組合へ委託をしているものとなります。岡原農産物処理加工施設指定管理委託料

は、岡原やったろ会へ指定管理をお願いしているものです。節１７公有財産購入費は、上球磨消防署より特

殊消防用設備の検査が実施され、岡原農産物処理加工施設への自動火災報知器報知設備の設置指導により、

整備をしたものです。節１８備品購入費ですが、有機センターのダンプトラック１台の更新と、定住センタ

ーの消火器更新、免田畜産センターの水中ポンプの老朽化により更新したものです。６６ページをお願いい

たします。節２３償還金利子及び割引料の、地域バイオマス利活用交付金返還金は、平成２１年度に有機セ

ンターへ木材ペレット製造機械を導入しましたが、製造に時間がかかることや、コストの上昇により、国か

らも稼働状況について指摘を受け、残存期間の２年分を返還したものです。目１０畜産事業費で、節８の報

償費は、各品評会へ出品いただく謝金となります。畜産統計の謝金は、１２月に実施する畜産統計調査を専

門員へお願いしたものです。節１９負担金補助及び交付金で、２行目の畜産振興協会補助金につきましては、

町の畜産振興協会への助成金となります。４行目の畜産振興事業補助金につきましては、優良家畜導入保留

促進事業に、８３６万円、環境対策費として、１６８万８,０００円、ヘルパー事業として、１７１万３,０

００円を支出しております。家畜伝染病防疫対策事業費は、資材分として、２８万４,０００円を交付した

ものです。目１１農地中間管理事業費です。人農地プランの充実と農地中間管理事業の周知のために、地域

の話し合いを４６地区で行いましたので、その時間外手当として支出したものが主なものとなっております。

この農地中間管理事業の本町の実績といたしましては、機構への貸付希望が２７件のうち６件、３.８ヘク

タールが貸し付けされました。なお、借り受け希望者は、８７件となっており、貸し手の方々への周知を進

めていきたいと考えております。目１２農業振興地域整備促進事業費につきましては、農業振興地域整備計

画の見直しを行っているもので、協議会を５月と１１月の年２回開催した経費となります。６７ページをお

願いいたします。目１３中山間地域等直接支払制度事業費ですが、節１報酬と節９旅費で、中山間地域等直

接支払制度推進協議会委員の会議及び現地確認に伴う報酬及び費用弁償を計上しておりますが、年間３回開

催したものです。節１９負担金補助及び交付金の中山間地域等直接支払い交付金につきましては、国２分の

１、県４分の１、町が４分の１を支出し、４０集落で協定の締結がなされているものです。節２３償還金利

子及び割引料の、返還金につきましては、傾斜地区分の設定誤りにより、交付単価が変更となり、交付金を

返還したものです。次に、目１４多面的機能支払い制度事業費です。節１９負担金補助及び交付金で、多面

的機能支払い交付金、農地維持、資源向上、共同と、資源向上、長寿命化の交付金につきましては、全６５

組織分を、あさぎり町広域協定へ取りまとめ、事業を行うもので、国が２分の１、県が４分の１、町が４分

の１を支出するものです。次に、目１５環境保全型農業直接支払い制度事業費は、平成２８年度から取り組

みました事業で、化学肥料、化学合成農薬を県の慣行レベルから原則５割以上低減し、あわせて緑肥の作付

や、堆肥の施用の有機農業への取り組みに対し、１５件の農家が協議会を設置し、事業に取り組まれたもの

です。次に、６８ページをお願いいたします。目１６農地費です。節１１需用費の修繕料は、老朽化による
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農道陥没や、配水路等の破損の対応、また過去の圃場整備で処分されなかった構造物による影響で陥没した

圃場の整備に充てたものです。節１３委託料の、測量設計委託料につきましては、配水路にかかるもの、４

工区分を委託しております。節１５工事請負費ですが、配水路にかかる３工区分と、その他小規模工事分と

なっております。次に、節１９負担金補助及び交付金です。まず土地改良事業団体連合会負担金につきまし

ては、一般賦課金、特別賦課金、農道台帳管理賦課金です。次に、土地改良区負担金といたしまして、百太

郎溝、幸野溝、中球磨、上村の各土地改良区への負担金を支出したものです。次に、基幹水利施設ストック

マネジメント事業負担金ですが、百太郎溝土地改良区が県営かんがい排水事業に取り組むもので、事業費４,

４００万円で１０％を町村負担金とするものですが、多良木町、錦町との面積割により、負担をするために、

３１５万７,６６０円となっております。特定農業用管水路等特別対策事業負担金につきましては、上村土

地改良区が管理している、パイプラインのアスベスト管を一部変更するもので、県営事業となりますので、

事業費、１億６,８００万円の１０％を町が負担するものです。目１７川辺川総合土地改良事業費です。ま

ず、節１報酬といたしまして、川辺川土地改良事業推進協議会委員報酬で、年３回実施したものです。節１

９負担金補助及び交付金ですが、川辺川土地改良区運営補助金につきましては、関係６市町村で負担してい

るものです。国営造成団地畑地かんがい緊急対策補助金につきましては、造成団地の井戸ポンプ電気料の補

助となります。川辺川土地改良事業連絡協議会負担金は、関係６市町村で組織する連絡協議会への負担金と

なります。６９ページをお願いいたします。目１８担い手育成基盤整備事業費です。農林公庫資金償還補助

金として、支出しておりますが、県営経営体育成基盤整備事業資金で、幸野溝、百太郎溝、中球磨の各土地

改良区への償還金の補助となります。次に、目１９清願寺ダム管理費です。ここでは、職員の人件費を１名

分計上しております。節１３委託料ですが、清願寺ダムの管理するための、保守点検などの委託料となりま

す。７０ページをお願いいたします。節１９負担金補助及び交付金につきましては、県営防災ダム事業にお

いて、平成２８年度はダム湖内に堆積した土砂の搬出先を整備するために係る事業費、１億６,６００万円

の６％分、９９６万円を町が負担しているものです。目２０農業支援センター費ですが、国の平成２７年度

補正予算で、地方創生加速化交付金事業として採択されたことにより、繰越明許を行い、２８年度事業とし

て実施したもので、節１報酬と、節９旅費の費用弁償につきましては、運営委員会を３回開催した経費とな

ります。節７賃金ですが、臨時職員３名を雇用し、多面的機能支払制度の事務や、長寿命化の業務、支援セ

ンター設立準備事務等を行ったところです。節１９負担金補助及び交付金ですが、平成２８年７月１日に設

立しました、一般社団法人あさぎり町農業支援センターの運営補助として支出したものです。次に林業費と

なります。７２ページをお開きください。最下段の、目６鳥獣被害防止事業費ですが、節９旅費につきまし

ては、鳥獣被害対策に関する説明会やヒアリングに出席したものです。７３ページをお願いいたします。節

１１需用費は、役場職員で組織された実施隊で使用する、わな用のえさを購入したものです。節１２役務費

の保険料は、実施隊が設置するわなに対する保険料となります。節１９負担金補助及び交付金の有害鳥獣駆

除補助金は、町内に５隊ある駆除隊へ運営補助金として、各隊１０万円を補助したものです。有害鳥獣被害

防止対策協議会補助金は、協議会の運営費や箱罠等を購入したものです。有害鳥獣捕獲補助金ですが、平成

２８年度の実績としまして、シカ９１４頭、イノシシ１１０頭、サル２２頭、カラス２５７羽、アナグマ３

４頭を捕獲しております。次に、そのページ中ほどの、目１水産業総務費ですが、球磨川漁協稚魚放流事業

委託料、３０万円です。球磨川漁協の協力のもと、あさぎり町内の小河川にヤマメ稚魚、３万６,０００匹

を放流したものです。１０７ページをお願いいたします。下段のほうになりますが、目１農地等災害復旧費

で、節９旅費の普通旅費につきましては、農地災害等に関する説明会へ出席したものとなります。以上で農

業振興課所管分の説明を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 
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●商工観光課長（北口 俊朗君）  おはようございます。それでは商工観光課、平成２８年度決算の説明をい

たします。まず歳入ですけれども、１０ページをお開きください。下から２段目に、目５商工観光使用料、

商工施設使用料、ポッポー館の使用料です。２３０万２,６１５円、利用団体が延べ６６７団体、利用者延

べ２万１,４０９１名が利用されております。続きまして、１７ページをお開きください。目５商工観光費

県補助金、熊本県消費者行政活性化事業費補助金、１５万３,０００円とあります。これは人吉球磨連携で、

人吉市へ、消費生活センターに専門相談員を設置しておりますので、その負担金として、受入れております。

続きまして１８ページです。下から３段目の、目２利子及び配当金、その中の５行目に、産業活性化基金利

子、２３万１７５円、これは基金の利子であります。続きまして１９ページをお開きください。中段に繰入

金がありますが、目４産業活性化基金繰入金、２,０３７万１,０００円、この基金活用につきましては、リ

フォーム事業の、２,０００万、そして薬草関係の機械導入で３７万１,０００円を活用するために繰り入れ

ております。続きまして２１ページをお開きください。目３雑入ですけれども、下から６行目です。商工コ

ミュニティセンター電気料、１３０万３,１１３円、これはポッポー館にＪＡの金融とあさぎり駅が入って

おりますが、その電気料の負担分です。ＪＡ金融と駅分です。その下に、長寿社会づくりソフト事業費交付

金、９５万４,０００円ですけれども、地域社会振興財団より交付金を受けておりますが、これは後で歳出

で説明いたしますが、ウィンターライトフェスティバルの事業費として補てんしております。その次に、駐

車場管理運営業務剰余金、２４５万４,９８７円、この剰余金につきましては、商工会のほうで、平成２４

年まで、私有地を借地されまして、町からも借地の助成を行ってまいりました。平成２５年からは、その私

有地も借りないということで、借地料を支払う必要がなくなったわけですけれども、駐車場料金として、１

台につき２,０００円を徴収されていたという経緯もありまして、平成２５年から２８年までの剰余金とい

うことで、一括で商工会より納入されております。続きまして、２３ページです。目３商工観光債、販路拡

大強化事業債ということで、１,１７０万の地方債を活用しております。続きまして、歳出になります。７

３ページをお開きください。目１商工総務費、商工総務費につきましては、８報償費、推奨商品審査謝金、

５万１,０００円、推奨商品モニター謝礼、６万７,９５０円の支出をしておりますが、昨年度は２回の推奨

商品の審査を実施しております。その中での審査員７名、モニター１１名の報償になっております。続きま

して、７４ページをお開きください。１９負担金補助及び交付金、上から３段目、商工業制度資金利子補給

費補助金、１７５万５,０００円ですけれども、これは制度資金を借入されたときの、利子の半額を助成す

るという補助ですけれども、昨年度は４５件交付しております。次に、店舗改装事業助成金、１,０９２万

９,０００円、これにつきましては１４件の交付をしております。次が住宅リフォーム等助成金、２,０２９

万２,０００円ですが、これは７６件に対して助成しております。次が産業活性化協議会助成金、３４０，

７１６円、これにつきましては、協議会の中で、講演会、新春の集い等の経費に充てております。次が、夜

市イベント等補助金、２００万、これは商工会が主催するイベントに関して助成するものですが、実績とし

まして、７月１６日に七夕祭り、９月１０日に夜市、そして１１月１９日にウィンターライトフェスティバ

ルを実施しております。続きまして、販路開拓強化事業費補助金、１,１７４万１,１４９、これにつきまし

ては、ふるさと振興社に補助金として支出しておりますが、昨年の実績といたしまして、商談会・販売会を

２０回、そして勉強会・セミナーを１４回、そして会議等を７回の実施をされております。２行飛びまして、

おまけつき商品券発行事業補助金、１,４９８万５,１０２円、これにつきましては、昨年２回販売されてお

りまして、１回目を、７月３日から、２回目を１１月３日からということで販売されております。次の地域

イベント補助金、９５万４,０００円とありますが、これにつきましては、先ほど歳入で説明いたしました、

長寿社会づくり事業交付金をウィンターライトフェスティバルに補助するということで、９５万４,０００

円を支出しております。次の住宅リフォーム等助成金につきましては、２７年度明許繰越で、５件分、２３
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０万を支出しております。次に目２商工施設費、商工施設費につきましては、節１１需用費、電気料４５３

万４,２８２円、これにつきましては、ポッポー館の電気料もですけれども、商店街の街路灯の電気料につ

きましても、この中より支出しております。修繕料、１９２万４,２００円、この修繕内容につきましては、

自動ドア、非常用誘導等の取替え、そして照明器具、消防設備等の修繕に充てております。７５ページをお

開きください。節１３委託料、自主事業委託料、１０万、これにつきましては、ひな祭りの事業に充ててお

ります。それと、次の施設管理委託料、２７３万９,４６４円、これに関しましては、シルバー人材にポッ

ポー館の管理、平日の１７時以降、そして土日祝日の管理をお願いしております。節１５工事請負費、１７

６万３,６４０、この内訳としましては、安全施設等の整備工事ということで、身障者駐車場のライン、も

しくは、歩車道ブロックのペイント、消防設備等の工事に充てております。それともう一つ、空調施設とし

て、排煙窓の修繕に充てております。続きまして、節１８備品購入費、７万１,０６４円ですけれども、ポ

ッポー館の空調設備が非常に不安定な状況にありまして、昨年冬も止まってしまったという状況がありまし

て、緊急用にストーブを購入しております。続きまして、目１観光費、節１１需用費、２行目の印刷製本費

ですけれども、５９万９,９９４円、これにつきましては、観光パンフレットの増刷を行っております。あ

と電気・水道につきましては、薬師トイレ、秋時トイレ関係、そして岡留関係に支払っております。修繕料、

２０４万６１４円ですけれども、この内訳といたしまして、麓馬場通りの門の撤去、そして幸福駅の雨戸井

の修繕、そしてビハ公園関係の修繕費で利用しております。７６ページです。節１２役務費ですけれども、

５行目のインターネット回線開通手数料ですけれども、昨年度、Ｗｉ－Ｆｉを３カ所に設置しております。

幸福駅、ビハ公園、ポッポー館、そこのインターネット設置に係る、Ｗｉ－Ｆｉ設置に係る手数料でありま

す。節１３委託料、ここでは幸福駅の売店指定管理委託料、そしてビハ公園指定管理委託料を計上しており

ます。委託料の１番最後に、岡留幸福駅ＰＲ動画作成業務委託料ということで、おかどめ幸福駅の前で公開

プロポーズの動画を作成してＰＲしております。節１５工事請負費、４９７万６,４００円、これは先ほど

申し上げました、Ｗｉ－Ｆｉの設置工事費であります。節１９負担金補助及び交付金ですけれども、４行目

に各種祭り補助金とありますが、２６４万円、内訳が花菖蒲祭りに６４万円、笑祭に２００万を支出してお

ります。７７ページをお開きください。目２緑の街づくり事業費、節１報酬、岡留のハウスに１名の方の非

常勤を雇っておりますので、その報酬、社会保険料、費弁となります。１３委託料につきましては、花づく

り管理作業委託料ということで、非常勤の方で賄えない部分をシルバー人材のほうにお願いしているところ

であります。節１４の使用料及び賃借料につきましては、土地借上料につきましては、永才地区、黒田地区、

それぞれ１カ所ずつに土地を借りまして、花を植栽しております。機械借上料につきましては、土づくり、

そして土おこし等に機械を借りております。１９負担金補助及び交付金につきましては、菜の花プロジェク

ト補助金という形で２０万、青年団にお願いしているところです。目３地方創生拠点整備費、これにつきま

しては、幸福駅周辺整備関係ですけれども、２９年度へ繰り越しております。最後に、目１定住促進費です。

定住促進費につきましては、７８ページをお開きください。１９負担金補助及び交付金につきまして、５行

目の定住促進事業交付金ということで、当初予算では、３００万を計上しておりましたが、実際、申請・交

付された団体というのが、４件ということで、７０万の支出になりました。というところが原因で、この不

用額が２３０万出てきたということになります。以上、商工観光課関係の説明を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  ここで、１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５１分 

再開 午前１１時０２分 
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◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き、会議を再開します。建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  それでは、建設林業課所管分の説明をいたします。歳入のほうから、１

０ページをお願いいたします。目６土木施設使用料でございます。最下段の節１住宅使用料から、節４浄化

槽使用料過年度分まで、収入合計が７,７５７万２,１４２円を、住宅使用料として受け入れたものでござい

ます。平成２８年度の徴収率につきましては、現年度分が９６.４％、過年度分が８.８％で、前年度より

２％徴収率が下がっておるところでございます。なお収入未済額、現年度分の、２７７万７,８９６円につ

きましては、３３件分でございます。過年度分の、１,２４１万４円につきましては、過年度分、延べ１７

８件分の未収でございます。次に１２ページをお願いいたします。上段のほうですけども、目４農林水産手

数料、節２林業費手数料でございますが、これは入山手数料、４２件分の収入でございます。次に、１３ペ

ージをお願いいたします。中段ぐらいで、目４土木費国庫補助金でございます。節１道路改良費補助金、現

年度分の道路改良費補助金を受け入れたものでございまして、主な事業としましては、舗装補修、橋梁点検、

須恵中央線事業に伴う補助金を受け入れたものでございまして、補助率は補助対象事業費の６５％でござい

ます。それから繰越分につきましては、橋梁補修と道路改良、それから歩道整備事業の補助金を受け入れた

ものでございまして、芋八重橋、堂の下線、岡原免田線等が、この繰越明許の分でございます。収入未済額

につきましては、２９年度に繰り越す分の補助金の収入未済額がほとんどでございます。次にその下、節２

公営住宅建設費補助金でございます。住宅建設物安全ストック形成事業補助金、これは個人住宅の耐震化診

断事業を３件分実施したものでございます。その下、公営住宅等ストック総合改善事業補助金は、深田柴田

団地改修工事に伴う補助金でございまして、補助率４５％でございます。収入未済につきましては、町の耐

震改修促進計画の見直しを行う予定でございましたが、これを２９年度に繰り越しまして、全額補助金が収

入未済となっております。１４ページをお願いいたします。中段で目３土木費国庫委託金、樋門管理国庫委

託金でございます。これは球磨川樋門、１９カ所の排水樋門の操作に係る国庫委託金でございます。１６ペ

ージをお願いいたします。１７ページですね、１７ページに続きます。最上段でございますが、節２林業費

補助金、森林病害虫事業補助金、深田地区、松林の航空防除補助金でございます。それから造林事業補助金

は、町有林の下刈り、除伐、枝打ちに対する補助金でございます。水とみどりの森づくり活動支援事業補助

金、これは松林再生ボランティア事業への補助金を受け入れたものでございます。それから間伐等森林整備

促進対策事業補助金、これは町有林間伐事業の補助金でございます。次の１８ページでございます。最上段

から、目２農林水産事業県委託金、節２林業費委託金ですが、松くい虫発生予察委託金、同じく森林病害虫

防除事業委託金ですけども、これは松くい虫防除事業の委託金でございまして、上段のほうが病害虫発生予

察に関する委託金、下段のほうが水質調査、あるいは野生鳥獣等の調査等についての委託金でございます。

土木費県委託金の中の県河川管理委託金、これは井口川ほか７河川につきまして、県が管理します委託金、

除草等の委託金でございますが、それを受け入れたものでございます。同じく、最下段で不動産売払収入、

その他不動産売払収入でございますが、素材生産売払収入、町有林の間伐及び支障木等の売払収入を受け入

れたものでございます。それから２２ページをお願いいたします。雑入のところで、下から８段目から５段

目でございますが、まず森林ボランティア保険確定精算金は、これはもう前年度の保険に対する精算金でご

ざいます。それと森林環境税創設連盟と、県治山林道協会からの、熊本県災害見舞金でございますけれども、

町が加入している団体から、熊本地震に対する災害見舞金を受け入れたものでございます。歳出のほうをお

願いいたします。７０ページでございます。説明は次ページの７１ページからでございます。主なものを説

明いたします。目１林業総務費、支出額、３,３４３万２,９５３円でございますが、職員人件費がほとんど

でございまして、節１３委託料、町有林管理業務委託料、これは山林監視業務を森林組合へ委託するもので、

町有林と財産区有林との面積案分で、委託料を支出しておるものでございます。ちなみに町有林分が５５.
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４％分の支払いでございます。不用額につきましては、作業員の減、それから年度末に出役賃金等の実績に

より、不用額が生じておるものでございます。１９番負担金及び交付金、最下段の、下から２番目でござい

ますが、人吉球磨緑化推進協議会負担金、これは緑の募金実績として、納入をするものでございます。最下

段の緑の少年団助成金、１２万円は、４万円ずつの３校分でございまして、上小学校、岡原小学校、須恵小

学校でございます。目２林業振興費、節１９負担金補助及び交付金でございますが、シイタケ生産組合種駒

購入助成事業補助金でございまして、毎年行っておりますが、シイタケ生産組合を通じて、種駒購入に対し

まして補助をしているもので、２８年度は１０戸の農家の方に補助をしたものでございます。次に７２ペー

ジをお願いいたします。目３公有林整備事業費でございまして、節１２役務費、組合手数料は、森林組合へ

の素材生産、造林委託料の５％でございます。市場手数料、素材生産収入の６％と椪積料でございます。森

林国営保険料は、町有林１１２.１５ヘクタール分の掛金でございます。節１３委託料、最上段の素材生産

委託料は、森林組合へ間伐の集材運搬販売を委託したものでございます。造林委託料、同じく森林組合へ、

間伐５７ヘクタール、下刈り１１ヘクタール、除伐・枝打ち４ヘクタールを委託したものでございます。次

に、目４林道維持費でございます。節１４使用料及び賃借料の機械使用料でございますが、各林道の法面補

修、路面補修、清掃等で機械リースをしたものでございます。１５工事請負費は、昨年度からの繰り越しで、

林道西平線路肩復旧工事を当年度行ったものでございます。目５森林病害虫費でございますが、深田地区７

９ヘクタールの松くい虫防除に係る事業費でございまして、賃金は松くい虫発生予察調査、薬剤散布前後の、

安全確認調査賃金で４人分でございます。需用費の消耗品費、これは防除の薬剤費代でございます。１３番

委託料、薬剤散布業務委託料でございますが、これはヘリコプター散布２回分の業務委託料で、鹿児島にご

ざいます鹿児島国際航空に委託をしたものでございます。松くい虫防除事業業務委託料、４５万９,０００

円の分につきましては、これは防除に係る準備作業等を森林組合へ委託したものでございます。次に７８ペ

ージをお願いいたします。土木費でございます。目１土木総務費、１９の負担金補助及び交付金ですけども、

耐震及びアスベスト診断補助金につきましては、歳入で説明いたしました、耐震化診断事業、個人の家庭で

ございますけれども、３件分の補助をしたところでございます。目２環境整備資材支給事業でございます。

支出額、８４８万９,３０５円につきましては、住民協働に伴う支出分で、主なものといたしましては、節

１４機械借上料、それから節１６原材料費等でございますが、主な事業内容としましては、町内１２の地区

で１６件、この事業に取り組んでいただきました。法面の防草シートの設置、生活道の舗装、道路支障木の

伐採、ごみステーション等を地域住民の協力により実施していただいたところでございます。次７９ページ

をお願いいたします。目１道路橋梁総務費でございまして、１３委託料、道路台帳整備委託料につきまして

は、平成２７年度、前年度に行いました道路改良で、道路幅員等が広くなった路線等につきまして、道路台

帳を補正する必要があることから、それに係る経費を支出したものでございます。目２道路維持費でござい

ます。報酬及び節４の社会保険料につきましては、道路改良に伴います未登記分の事務処理を行うため、登

記嘱託員を前々年度に引き続きまして、雇入れて行っておる報酬・社会保険料でございます。ちなみに未登

記分、約１００件程度ございますが、当該年度まで登記が済んだ件数が、４５筆分ございます。それから１

１番需用費の分でございますけれども、町道の補修に係る経費、備考欄の修繕費が主なものでございまして、

舗装が傷んでる箇所の手直し、転落防止柵、ガードレールの設置、側溝蓋の取りかえ等が主な修繕費用でご

ざいます。１３番委託料、設計委託料の主なものとしていたしましては、橋梁補修設計の８橋分でございま

す。道路維持委託料につきましては、地元の建設業、シルバー人材センターに委託した除草作業、委託費で

ございます。調査設計委託料につきましては、道路舗装構造調査と町道土木構造物点検調査委託料が主なも

のでございます。調査設計委託料につきましては、用地買収未登記分の用地測量図作成委託料をしたもので

ございます。最下段の道路施設等維持管理作業員派遣業務委託料につきましては、作業員１０名を、平成２
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７年度から派遣会社に委託して、派遣してもらっております経費でございます。公園管理２名を含むもので

ございます。次に節１５工事請負費でございますが、現年度分につきましては、主な工事といたしましては、

交付金事業で行いました町道６路線を含む、舗装補修工事１６件、橋梁補修工事４件、単独事業で行った路

肩補修工事、側溝改修工事等１０件分でございます。繰越明許分につきましては、皆越地区芋八重橋架け替

え工事分でございます。なお、翌年度に繰り越します繰越明許費でございますが、橋梁２橋分、舗装補修分

２路線分を、翌年度に繰り越しをいたします。１８番の備品購入費につきましては、道路維持に使います噴

霧器等２台を購入いたしたものでございます。目３道路新設改良費の、１３委託料でございますが、町道の

新設改良単独事業に係る３路線分の設計委託料を行ったものでございます。次に、道路改良費でございます

が、８１ページをお願いいたします。１３委託料の設計委託料は、交付金で行った須恵中央線、中央橋外１

件の詳細設計委託料でございます。繰越明許につきましては、黒田古町線外３路線の測量設計業務委託料分

でございます。工事請負費につきましては、交付金事業で行いました、通学路歩道整備工事で、堂の下線分

でございます。繰越明許費につきましては、町道岡原免田線、堂の下線、今井中学校線の歩道整備工事費を、

繰り越しで行ったものでございます。次に、目１河川費のところでございますが、節１３委託料、調査設計

委託料は、須恵川瀬地区の内水面対策と岡原地区河川の護岸補修測量設計に支出したものでございます。そ

れから、樋管操作員委託料につきましては、先ほどありましたように、球磨川樋管操作の１９樋門にかかる

操作委託費でございます。県河川除草委託料は、県管理の河川除草委託料を計上を行ったものでございます。

１５番工事請負費につきましては、須恵地区覚井川排水トラフのかさ上げ工事を行ったものでございます。

次に８２ページをお願いいたします。目１公園費でございます。公園費につきましては、岡留公園、向町親

水公園、中島親水公園の管理に係る費目でございまして、大きなものとしていたしまして、１１需用費修繕

料でございますが、主なものといたしまして、岡留公園の遊具修繕、管理棟の柱腐食部分の取りかえ、管理

機械等の修繕に係るものが主なものとなっております。８２ページから、８３ページの住宅管理費でござい

ます。８３ページのほうをお願いいたします。ここも主なものは修繕料でございまして、入居者からの修繕

依頼によるもので、団地の躯体関係の修繕、屋内外の設備関係修繕など、ありとあらゆるものの積み上げで、

このような金額になっているところでございます。１５番工事請負費の分ですけども、下道団地フェンス改

修工事、免田浜川団地駐車場区画線工事でございます。それから、住宅建設費でございますが、８４ページ

のほうをお願いいたします。委託料の設計委託料でございますが、これは上地区新井上団地の改修設計委託

料で、その下、監理委託料につきましては、深田柴田団地改修工事に伴う監理委託料でございます。工事請

負費につきましては、深田柴田団地２棟分の内装外装の工事費と、それから岡原堀ノ内団地２棟分の解体工

事費、２２６万２,６００円が含まれておるものでございます。以上、建設林業課所管分の説明を終わりま

す。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（深水 光伸君）  上下水道課所管分について、説明をさせていただきます。まず歳入の１３

ページをお願いいたします。ページ中ほど、目３衛生費国庫補助金、節１浄化槽設置国交付金でございます

が、浄化槽を設置される個人に対して、国・県・町それぞれが３分の１ずつを負担し、補助金を交付してお

ります。その国費分を受け入れたものでございます。１６ページをお願いいたします。目３衛生費県補助金、

節１の浄化槽設置県補助金でございますが、個人が設置されます浄化槽設置補助金に対する３分の１の、県

補助金を受け入れたものでございます。国費と県費の金額に、４１万４,０００円の違いがございますが、

県費が実績による補助に対しまして、国費分は２７年度から３１年度までの５年間の設置計画により、毎年

の金額が決まっております。それを最終年度までに、実績により調整をされるため、金額に差が出ておりま

す。国の基準額が、４５５万４,０００円、県の実績による基準額が、３９８万円のために生じたものでご
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ざいます。歳入は以上でございます。歳出の５７ページをお願いいたします。１段目は、５６ページから続

いておりますが、目３の環境保全費、節１９の負担金補助及び交付金で、備考欄の２番目の浄化槽設置整備

事業補助金は、個人が設置されました、浄化槽５人槽５基、７人槽４基、計９基に対しまして、トイレの改

修費の補助金等もあわせまして、交付したものでございます。６０ページをお願いいたします。目９簡易水

道費でございます。簡易水道事業特別会計へ繰り出しを行ったものでございます。主に簡易水道事業に伴う

公債費の償還等に充てんするものでございます。８４ページをお願いいたします。ページ中ほどの、目６下

水道費でございます。下水道事業特別会計へ繰り出しを行ったものでございます。主に下水道事業に伴う公

債費の償還等に充てんしております。上下水道課分につきまして、以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

◎議長（山口 和幸君）  追加説明、農業振興課長。 

●農業振興課長（甲斐 真也君）  先ほど説明いたしました中で、収入未済分と翌年度へ繰り越す分につきま

して、説明が漏れておりましたので、説明いたします。１６ページをお願いいたします。目４農林水産事業

費県補助金の中の、収入未済額で、３,９４３万９,０００円というふうにありますけれども、これにつきま

しては、平成２８年度で事業採択されました暗渠排水事業分で、１,１２５万円、薬草加工場の中に整備し

ます、機械関係の設備として、産地パワーアップ事業で採択いただきました、２,８１８万９,０００円分が、

２９年度で事業を行うものというふうになっております。それから、６４ページをお願いいたします。６３

ページからの続きですけど、目５の農業経営基盤整備強化促進対策事業費の中の、節２３で、繰越明許費が、

５万８,０００円とありますけれども、これは先ほど、２２ページの雑入の中で、２２年度の経営体育成支

援事業で返還金を雑入で受け入れております。その分の農家の方の農業ができなくなったということで、返

還をいただきましたけど、この分を県へ、２８年度で返還をする予定でございましたが、県のほうが、熊本

地震のために事務の受け入れができないということで、２９年度でこの、５万８,０００円分につきまして、

返還するということで繰り越したものです。それから目８の水田農業経営確立対策事業費の中で、負担金補

助及び交付金の中に、２,８１８万９,０００円とありますけれども、これは先ほど申し上げました、薬草加

工所の機械整備に伴うもので、２９年度で整備を行うということで繰り越しをしております。それから６８

ページをお願いいたします。目１６農地費で、節１９負担金補助及び交付金の中で、失礼しました、節１５

工事請負費で、１,８００万円の繰り越しを行っておりますけれども、これにつきましては、先ほど申し上

げました暗渠排水分で、１,１２５万円、それとゼロ国債を受けまして、農業用のポンプの更新と土砂だめ

の工事を行うもので、６７５万円を繰り越したものであります。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  すいません、あの私のほうも、次年度に繰り越す繰越明許費の説明がで

きておりませんので、追加して説明をいたします。８１ページをお願いいたします。道路改良費の中の委託

料でございますが、次年度に繰り越します、９７５万円の繰越明許費でございますが、これは歩道整備にか

かります設計委託料等、２路線分の繰り越しでございます。その下、工事請負費の、５,７７９万９,０００

円につきましては、工事費、４路線分に係る歩道整備事業の工事分でございます。それから、８４ページを

お願いいたします。８４ページの住宅建設費の中の委託料でございますが、３５５万４,０００円、これは

町の耐震改修促進計画書の見直しに係る委託料を、全額次年度に繰り越すものでございます。以上、追加し

て説明申し上げました。 

◎議長（山口 和幸君）  他に追加説明ありませんか。ないですね。 

◎議長（山口 和幸君）  これで説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は各課ごとに行っ

ています。それでまだ質疑がたりないようであれば、一括で質疑をしていただく時間を設けたいと思います。
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それでは最初は農業委員会所管課分です。１２番、奥田公人議員。奥田議員ちょっと着席ください。ちょっ

と不具合があるそうなんで。 

◎議長（山口 和幸君）  もうしばらく時間がかかりそうですよ。それではこれで休憩をして、午後１時３０

分から再開いたします。 

 

休憩 午前１１時３５分 

再開 午後 １時３０分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。午前中に引き続きまして１２番、奥田

公人議員。 

○議員（１２番 奥田 公人君）  １点だけお尋ねしたいと思います。款５農林水産費、目１の農業委員会費、

一般職の給料がですね８８７万５,５２０円と上げてありますけれども、ちょっと平均してみたっですけど

も、１人当たり２６万３,０００円になると思いますが、間違いないですかね。これは郡市の場合と比較し

て、郡市で何番目になるのかですね。それと郡市で１番高いところは幾らになるのか教えていただきたいと

思います。 

◎議長（山口 和幸君）  農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（大林 弘幸君）  はい。奥田議員の質問に関してですが、今の質問は多分農業委員の

報酬の件だと思います。給料ではなくてですね、その金額が６８３万８,０００円ということで、これにつ

きましては農業委員の報酬は、年報酬で、現在あさぎり町２６万１,０００円です。それに、会長が２９万

９,０００円。それと会長職務代理が２７万５,０００円ということで、それを合計した金額が今の言われた

金額になっております。で、郡市内の状況はどうかということでありますが、あさぎり町以外はすべてもう

改正がなされておるところでありますが、改正前につきましては、人吉市が４０万８００円で１番高うござ

いました。で、１市４町５村の中であさぎり町は、１市４町の中でも１番低い金額であります。で、村を合

わせますと１番低いのが五木村で２１万７,０００円です。これが７月多良木、錦の後に他の７市町村が改

正されましたけども、１番高いのが人吉市は推進等の報酬の兼ね合いがありまして、１０万ほど金額を下げ

ておられまして、錦町が３６万３,５００円で１番高くなっているところです。低いところは先ほどと同じ

です。あさぎり町は今後まだ改正をする予定でございますので、これをもとに今後、議員さんにもこの一覧

表の表を配りながらですね、町と同時にそういう協議を進めていきたいというふうに考えておるところです。

以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（１２番 奥田 公人君）  あさぎり町はですね、農業が盛んな土地でもありますし、改正が来年の４

月に行われると思いますけれども、まだ検討中というふうには聞いておりますけれども、改正された場合に

は引き上げられる予定なのかお伺いしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい。これは先日の一般質問でも十分そういう話がありましたけれども、今言われ

ましたようにですね、それ以上は非常に農業で最も耕地も多い町でございますので、いろいろと他町村の状

況を見た上でですね、来年度改選を迎えますので、そこで皆さんにこれならっていうところでですね、提示

して進めていければと思っていたところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（１２番 奥田 公人君）  農業委員さんの数も多分減ると思いますし、農業委員さんもですね一所懸
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命頑張っていただいておりますので、ぜひよろしく御検討お願いしたいと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  他にありませんか。９番永井英治議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい、９番、永井でございます。１７ページのですね農業委員会交付金、農

業委員会等活動補助事業補助金というので、先ほどの説明で農地パトロールのことというような、説明を受

けました。実際今年も８月に行われていると思っておりますけども、現在ですねこのパトロールの大体実施

状況というのはもういつも農業委員会事務局長から説明はあっておりますけれども、このパトロールの現状

とパトロールの後、パトロールをやられた後の実績あたりを教えていただきたいと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  山本課長補佐。 

●農業委員会課長補佐（山本 祐二君）  はい、それではお答えいたします。２９年度の調査につきましては、

８月に旧５町村、５カ町村ですね、巡回して終了したところです。ただその実績というのは今後集計をしま

して、１１月に意向調査とか、それからそのあとそれでも解消、昨年から実はかかってくるんですけども、

それでもまだ解消ができないようなところにはまた再度通知をしたり、最悪の場合は固定資産税が上がると

いうふうな流れになります。今年に関しましては、実績に関しては、まだということでよろしいでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（大林 弘幸君）  はい、今議員質問の耕作放棄地絡みの御質問で実績はということで

したが、うちのほうで調べております過去３年のデータから言いますと、平成２６年が放棄地の状況が３８

ヘクタールで、放棄地率が１.１８％でした。２７年度がそれが２８.６ヘクタールの０.８９％に減りまし

て、さらに２８年度の実績は、１９.３ヘクタールの０.６０％ということで、この３年間で０.２９％ずつ

の解消を得てきた経過があります。今後はですね、今一番いい状態での耕作放棄地率もかなりいいところま

でいってますので、これを横ばいするか、それよりはちょっと減るぐらいかなという見込みでおるところで

ございますが、今担当がいいましたようにまだ実績については今後、今年荒れてた状況、去年からまた荒ら

されてる状況のところに意向調査を送りますので、それでまたかなり解消される部分があるのではないかと

は思われます。ただ、やはり高齢化と、担い手がいないということで、高齢者の方が高齢者で耕作放棄地を

解消されている状況もありますんで、今後それをどのように推移するかっていうのは微妙ですが、若干増え

ないようには農業委員と協力して指導または場合によってはその解消に努めたいというふうな考えておりま

す。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい。遊休農地の解消についてはですね、よくわかりました。しかしながら、

今さっき言葉の中にありました違反転用転用違反、こういったのもやっぱり実際ございますか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（大林 弘幸君）  はい。農地パトロールする前に一応図面の作成とかしながらですね、

現況は例えばあの宅地があったり畜舎があったり、だけど地目は田やら畑で、転用申請がなされてない場合

がやっぱり少しあります。それについては昨年度から、極力ですね農地法の４条申請というのは自分の所有

地の農地をちょっと知らない間に転用をされてたということで、そういう指導を徹底して、また２００平米

以内については許可不要の転用届というのがありますが、それを極力出していただいて、そういう解消に努

めた経過があります。で、現在もその方向でまだ進めておりますんで、若干そういうところがまだ幾つか見

られますんで、それはもう適宜農業委員さんを通じて、また事務局から直接連絡をしながら解消に努めてお

ります。それには極力できるだけ農業委員会で協力できる部分は、本人さんが御負担余りないような方法で、

一応知恵を貸しながらやっているところです。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 
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○議員（９番 永井 英治君）  はい、わかりました。微々たるところの農地転用とかもですね恐らく現状、

本当今説明あったとおり、あっていると思います。それこそうっかりしとったとかですね、そういった理由

であっているのが現状かと思っておりますので、そういったところもですね今言われた通り、指導され解消

に向けていただくように思っております。それから先ほど遊休農地の解消ですね。こういったのを私たちあ

の多面的機能支払い交付金の事業でも年に１回自分たちの何ですか、うちの田んぼそれから地区の範囲をで

すね、は必ず１回見らなければいけないパトロールじゃなくて現地確認ですね。をするようにはなっており

ますので、そういったところもですね私たちも、ゆえば協力しながら、そういった解消に向けていきたいと

思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

◎議長（山口 和幸君）  答弁はいいですか。他に。農業委員会関係。では続きまして農業振興課関係につい

ての質疑ありませんか。１番、市岡貴純議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい、１番市岡です。農業振興課に２点だけお伺いいたします。ページのま

ずはページのですね６３ページ、こちらのですね獣害対策事業補助金６件で成果表見ますと、成果表の１９

ページですね。１９ページに予算５０万円と、成果の結果としまして、農作物の獣害被害対策として電気柵

でということで、獣害対策図られましたということで書いてございます。こちらはですね、やはり、この分

に関しては今後も更に続けていただきたいと思いますし、この改善により、例えばなんていいますかすいま

せん、ちょっと今、これに関しましての効果といいますか、この分で詳しく教えていただければと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい。今回の獣害対策につきましては、当初５０万円の予算を計上して

あたっておりましたが、今年度につきましては２３万８,０００円ですね、の支出となっております。これ

までも５０万円を超える時期もありましたけれども、今回につきましては、若干半減したということでです

ね今年度は２８年度はなっておりますが、現在は別に自力施工で行うワイヤーメッシュ関係、これの獣害対

策も並行して行っておりますので、そういった方向で地域ぐるみでですね、されるというのがやはり効果的

には大きいということがあります。で、この予算計上しております獣害対策の補助金につきましては、やは

り個人的なところが大きいもんですから、個人で自分の農地をですね守るということで、サル関係が若干大

きくなっているというような状況があります。その他のシカ、イノシシにつきましてはワイヤーメッシュ関

係の施工等があるものですから、そういったところは共同で実施される地域ぐるみの活動というところが出

てきているようでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい。私質問のほうもちょっと申し訳ございませんでした。もう１点のほう

がですね、７３ページになります。７３ページのこちらも有害の鳥獣対策についてですけれども、こちらの

捕獲のも先ほど、お聞きしましたが、これに関しましてですね、町のほうのこれからやはり、狩猟免許等で

やはり、これも高齢化にどんどんなってきているのではないかなっていうところを感じております。今のと

ころ町のほうからも県の税金分とかは半額補助してますとかっていうところが確かあるかと思いますけれど

も、例えば他のところでの補助とかっていうところも今後考えていかれますでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい。現在は、講習会関係とかのテキスト関係で、２分の１の支援とか

行っているところでございますけど、ここに７３ページのその上の段に有害鳥獣被害防止対策協議会補助金

というものがあります。そこに５０万円を支援してるんですけれども、そこでもやはり予算額としましては、

３００万近くの予算があります。そこで先ほど申しましたワイヤーメッシュの施工とかも入っていますけれ

ども、そこでテキスト代の支援とかも行っておりますが、できますればですねこの協議会の中でまた御協議
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いただきまして、免許取得に係る経費とかもお願いできればということで、今年度そういう協議もさせてい

ただきたいというふうに思ってるところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい、これは先ほどの柵の件にも関連するかと思いますけど、やはりあの狩

猟でですね、頭数を減らしていくと被害をなくしていくということが大事なことだと思います。ここに例え

ば組合でありましたり、上球磨の組合とかですね、あとは、全体の郡の組合費とかっていうのも負担がある

かと思います。いろんなところでの経費をですね、少しでも御負担にならないように、そしてまた若い人た

ちが、今、３年間をとって３年間を狩猟はできませんと中のほうの会員になれませんということを聞いてお

りますけれども、やはりそこら辺をですね実務上少しでも早く若者を育てていくという意味では、２年間ま

でのどうにかあの実務経験、町長の権限もございますと思いますけれども、そういったところで経験値に合

わせた繰り上げとかも御検討いただければと思いますけれども、そこら辺はいかがでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、先般、この５隊あります隊長会議を行っております。その中でこ

の３年間というのがネックになっておりまして、隊長の会議の中では２年というところでどうだろうかとい

うことで話はしたところです。それが大丈夫なのかっていうのはちょっとまだ私もはっきりしませんけれど

も、そういう方向で進めさせていただきたいというふうに隊長会議の中ではあっております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  他に。１３番、久保田久男議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  はい、１３番です。主要な施策の成果説明書の２１ページですが、中山

間地域等直接支払い交付金、それから多面的機能支払い交付金事業、両事業のですね、成果等を上げられて

おります。私はこれにですねこの両事業のそれぞれの成果とともにですね２７年からだったと思うんですが、

両事業の長寿命化事業における広域協定、を締結して事業が展開されておるわけです。この成果はですね私

は大きいんじゃないかと思うんですよ。ここら辺をですね、やっぱり成果としてのやっぱり表示をしなけれ

ばならんじゃないかなと思うわけですがいかがでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  山本課長補佐。 

●農業委員会課長補佐（山本 祐二君）  はい、お答えいたします。広域協定の成果についてということでよ

ろしいでしょうか。まず、３年前の６月だったと思います。広域協定、それまで２５組織あった多面的機能

支払い交付金のそれぞれの地区を一つにまとめて、現在今農業支援センターがその事務局を行っております。

その２５組織のうちの１２組織を百太郎溝土地改良区、それから残りの１３組織を農業支援センターが事務

を行っております。その成果ということですが、もともとそれぞれの団体に会長さんから会計さんまで事務

の方それぞれが農家さんがやっておられました。比較的ですねこう増えてる部分かなと思いますが、そうい

った会計の部分あたりを町のほうで、それから土地改良区のほうでやったらどうかというふうなお話があり

ました。そういった部分では、農家さんの負担軽減につながっているんじゃないかなというふうに考えてお

ります。それから、この国から来る４分の１は町支出ですが、交付金につきましては、それぞれの２５組織

で会計は分けておりますが、この広域協定になったメリットとして１番大きいのがこのプールができて、他

の地区に回すことができるんですね。繰越金あたりがありました場合に、隣の地区が事業をやりたいけど足

りないとか、そういったときにうちのを使っていいよというふうな形で財布の中身は財布は一つですので、

そういったことも、一つの大きなメリットかなと思います。それから町側としてもですねこれまでに２５組

織のそれぞれの会計さん、会長さんと相手をして書類のやりとり等をやっておりましたが、今度は農業支援

センター、それから百太郎溝土地改良区と２社とだけ、町とが指導監督をして、そこからそれぞれの団体に

指導なりしていくという形になっております。そういった部分も大きなメリットかと思っております。この
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施策の成果の中にそういったことも、次回からですね盛り込んでいけるよう課長それから担当者と協議をし

て進めていきたいと思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  はい、ただいま広域化にやったことによってですね、メリット等につい

て説明していただきました。それで少し私が心配してますのは、心配してますといいますか、いい面でまず

言いますと、各組織がですね、やっぱり事業が活発になったということも言えるんじゃないかと思います。

といいますのも、今山本課長補佐から申されましたとおり、繰越金等を残さないように残したらそのよその

組織が使われるという話の中で、やっぱりその組織で、頑張ると事業を展開しようという意識がやっぱり強

くなってきたんじゃないかという思いもあります。ただですね。やっぱり地域間の格差というのが同じ事業

でありながらあるわけですよね。そこら辺は実際広域化したことによって、そこら辺の助け合い、共助がで

きるというのが趣旨だったと私は理解しとった訳ですが、なかなかそれは理想どおりは今のところはいかな

いとなかなかいかないと。だけど、組織の何ですか、隣組といいますか、やっぱり条件的に似てるところは

そこら辺の理解があってですねやっぱり協力してもらうというところも出てきていますのでそれはそれでい

い展開になればと思ってるわけです。ですからやっぱりその地域間格差ちゅうとがですねこれをですね、何

とかやっぱり解消できると言いますかできるだけ解消できるようにですね、そういう展開に心がけていただ

きたいと思いますが。 

◎議長（山口 和幸君）  山本課長補佐。 

●農業委員会課長補佐（山本 祐二君）  はい、これは設立の時からですね、一つの大きな課題で今なおなか

なか難しい。確かに若干理想の部分もあったかもしれませんが、おっしゃるとおり、隣の同じような地形の

例えば中山間地のＡの組織とＢの組織であれば、繰越金をどうぞ使っていいですよというふうなやりとりが

上地区等でも、須恵のほうでもあっております。ただ、多分おっしゃられているのが広い、平地といいます

か、圃場整備がきれいにできたようなところと、それから土地改良区がもともと違うところ同士だとなかな

かその壁を越えて、繰越金をみんなで一緒に使おうというふうにはまだまだ至ってないかと思います。で、

これは去年一昨年から一昨年と去年ですかね、繰越金に関してはそれぞれの組織で年度内に使ってしまうの

がルールですよというふうな話をしまして、もし繰越金が出た場合は、一つの案として何パーセントを町全

部で工事が必要なところ手当てが必要なところに回しますよというふうなお話を確か２年にわたってしてお

りますので、活動も活発になりました。それとなおかつ、繰越金はそういうふうに使わせていただきますと

いうふうにお話をしておりますので、そちらの方向にできるだけ進めるようにですね、今後も検討を続けて

いきたいと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  他に。６番、小出高明議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  はい、６番小出です。６５ページのですね、１番節の１８備品購入費という

ことで、有機センターのダンプ購入ということですが、現在有機センターで所有されている車が何台ぐらい

あるのかお尋ねいたしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、有機センターにつきましては、マニアスプレッダーが１台、２ト

ンダンプが１台です。それと今年度導入しました３トンダンプが１台、ホイールローダーが２台です。フォ

ークリフトが１台、バキュームカーが１台となっております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  小出議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  ということは車はダンプ２台と、バキュームカーはトレーラー用のバキュー

ムカーですか。以前ふるさと振興社で、今回ダンプ購入ということですが今まで使っていた車も含めてです
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ね、ふるさと振興社管轄のときには、車検は町内の業者にあったが今は車検とか修理はしてもらってないと

いうふうな声も聞きます。その点について、どうなっているのかお尋ねしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、車検関係につきましてですね、有機センターのほうと話をしてお

りませんので、その辺は後ほどまたお答えさせていただきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  小出議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  はい、ダンプとかですね、タイヤショベル、町から無償で支給でありますよ

ね。してあの車以外も５０万以上の修理は町がしていると思いますが、私条件をつけてでも地元の業者でし

てないならですね条件をつけてでも町内ですべきだと思って質問させていただきました。 

◎議長（山口 和幸君）  それを含めて後で答弁して下さい。他に。２番、難波文美議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  ２番難波です。主な施策の成果説明書１８ページの地域の話し合い推進補

助金についてお尋ねします。決算額１０３万４,０００円ということで出ておりますが、話し合いの推進に

１００万円をかけられたということですので、この開催の回数とか参加された人数、そういう状況などをお

知らせください。 

◎議長（山口 和幸君）  山内課長補佐。 

●農業振興課課長補佐（山内 悟君）  はい、開催地区につきましては、４６地区で開催しております。参加

人数につきましては５１７人ということで、参加人数１人当たり２,０００円を補助しておるという状況で

ございます。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい、各地区と書いてありましたのでどのあたりかなと思っておりました

ら４６地区、たくさんの地区をですね対象にこのように推進をされていく、取り組み計画とかですね、農業

支援センターというのをよく聞くようになりましたけれども、その取り組みをしっかりと皆さんにお伝えさ

れてるということで安心しました。今後ともしっかりですね農業のために、こういう活動を続けていただけ

ればと思います。 
◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、地区に対しまして４６地区ということでありましたけど、３地区

がですね、今回は会議を見送られております。そうした地区もありますので、今後もやはり集落営農の範囲

ということで２５組織ありますけど、そういったところを中心に今集落営農に加入されてない地区につきま

しても、現在また、２９年度から実施しておりますので各地域に話ができるようにですね進めていきたいと

いうふうに思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  他に。９番永井英治議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい。９番です。先ほど小出議員のほうからの有機センターの話が出ました

ので、ページは６６ページで地域バイオマス利活用交付金返還金というのが出ております。ペレットをつく

る機械の今使わないからという返還金が生まれたと。そういう説明でございました。これからですね、これ

から先そのペレット、また、ペレットをつくる機械を新しく導入されるような計画があるのかないのかまず

はそこをお尋ねいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、今回このバイオマス関係で返還金を計上して支出しておりますけ

れども、今後につきましてはですね、こういうような機械につきましては導入は行わないと思っております。

現在このペレット化をせずに、その木灰はまだ今も活用しているんですけれども、現在は木灰スーパーとい
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う品名でですね木灰ともみ殻燻炭も屑を混合しまして土壌改良材として販売しておりますので、その方向で

今後は進めさせていただきたいというふうに思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  それならそれで結構です。私新しくもしもですねペレットにする機材を導入

されて、それが今言われました木灰スーパーっていう肥料ですね、あそこに値段が転嫁されて、高くなった

らばそれよりも、もう今は散布される方々はですね、あれでそんなに粉にして降りにくいという部分も多少

ありますけども、現場におきましては不自由はしてないというようなのが現状だと思いますので、今課長の

答弁のとおりですね、無理をしてまで買われなくても結構だと私も同感に思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  他に。３番、加賀山瑞津子議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  ３番です。７３ページの水産業費の中で、先ほどは球磨川漁協稚魚放

流事業にヤマメを３万６,０００、放流していただくということだったんですが、以前はですね、球磨川に

アユの放流がされてたと思うんですが、今後もその支流へのヤマメの放流という形を継続されて、行かれる

方に町としてはお願いしていくのか、かなりやっぱ球磨川の汚れがずっとこうおさまらないと、もう本当に

魚が泳いでるの見なくなったんですけど、町としてどういうふうに今後考えていかれるんでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、最近ではですね、このヤマメの放流というのが続いておりまして、

鮎関係とかそういうところにつきましては球磨川漁協との協議も行っているところでありますけれども、そ

の点につきましては球磨川漁協で十分去年でしたか３０万匹から５０万匹の放流はされましたけど、アユ関

係でですね、ただ、遡上が見られないとか、カワウの被害とかあってですね、余りこちらに数がなかったと

いう話は聞いておりますけど、球磨川漁協のほうで、その点につきましては今後も活動されるということで、

町としましては支流に対してのヤマメ放流を行うということで考えております。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  はい。今課長のほうからカワウの話が出ましたけど、もしかするとこ

れ鳥獣害のほうにも重なってくるのかなと思いましたけど、放流しても結局鳥が全部食べてしまったりとか、

河川が汚くて大きくならないという状況でどんなに放流しても、進まないかなっていうのを非常に感じてお

りますので、是非町としてもその漁協さんのほうにですね、そういう河川をきれいにするっていうところで

の取り組みを働きかけていただければと思います。放流されても、漁協権がないと魚釣りもできないような

球磨川ではアユが泳いでても、何か楽しみがありませんのでぜひ町としての対応をお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、ありがとうございます。逆にですね、球磨川漁協さんのほうから

稲作の時期ですね田植え時期とかにやはりかけ流しでの耕作というかですね、そういったところが出てくる

もんですから、やはり川が汚れてやはり球磨川にまた戻っていくというような状況になるものですから、そ

の辺につきましては農家の方々にもですね広報をお願いをしたり、農家の方の会議関係でですね、お願いは

しているところでございますけど、今後も、そういったところを、十分お伝えしていきたいというふうに思

っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  他に。ありませんか。ないですね。また、あとで一括で質疑をしますので、その時

間でもある方は質疑されてください。それから次に商工観光課所管分について質疑を受けます。４番、橋本

誠議員。 

○議員（４番 橋本 誠君）  ４番橋本です。主要施策の成果説明の中で、ページ２２、販路開拓強化事業の

中でですね、新たな取り引き先の確定新商品の開発がなされたとありますが、その数と、今まで取り組んで
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きた中での見通しはどうなってるかお聞きします。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、２８年度の販路開拓事業の成果ですけれども、取引先の確定につき

ましてはですね、商談会等を通じて１２件ほど成立しているようであります。例えばレストランのとか旅館

の食材であったり、そういったものに限っているようです。それと新商品の開発につきましては、４社に対

して支援しております。そのうち１件については、推奨商品が二つ含まれているという状況です。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  橋本議員。 

○議員（４番 橋本 誠君）  その中での見通しは。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はっきりと数字としてはつかんでおりませんけれども、非常に意欲的に販

路拡大が進んでいるようです。特に推奨商品で二つ認められたと言いましたけれども、それは乾燥たもぎ茸

と粉末たもぎ茸。それに関しては、かなりネット中心に奮闘されているようです。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  橋本議員。 

○議員（４番 橋本 誠君）  今からですね、町のいい品物ばですよ売っていただいて、こういう支援をして

いただくんでありますんで、どうかあのそういうことは力を入れていただいて、今後もやっていただきたい

と思います。 

◎議長（山口 和幸君）  はい他にございませんか。３番、加賀山瑞津子議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  ４番議員の質問にちょっと関連なんですが、その推奨商品のモニター

さん、審査員の方に対しても報償費の支払いをされているということで、先ほど審査員が７名モニターの方

が１１名ということでございましたが、その方たちっていうのの選定っていうですかね。例えば３年間お願

いするとか５年間お願いするとか、多分このモニターさんに対しても、推奨商品が若者向けの商品であれば、

当然若い方にもモニターをしていかないと、味覚の違う方にモニターをしていただいたって評価は上がりま

せんよね。ですから、どういう方たちにお願いをしてあるのか、それから何年ぐらいどういう商品をターゲ

ットとしてみていただくのかっていうのが１点と、もう一つは、７５ページでポッポー館の空調の不良があ

ってストーブを購入されたということでございましたが、結構耐用年数もあるものがございまして、音響効

果も含めて、今後のそういう整備計画ですね、今日は議場の音響も非常に悪いですけどポッポー館もかなり

スピーカーで拾う音が悪いので、そのあたりとか計画があるのかどうかっていう２点です。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、まず第一点目の推奨商品の認証部会の組織メンバーということで、

一応メンバーモニターにつきましてはですね、ネットで募集しております。それで報酬につきましては、町

の推奨商品の中から３,２５０円以内で選んでくださいということで、謝礼を渡しております。３年間をめ

どに、交代していらっしゃいますが、現在メンバー構成としましては、福岡県内の方が６名そして熊本県内

の方が３名そしてふるさと関東会から１名、そしてふるさと中部会から１名の１１名がモニターになってい

らっしゃいます。二つ目のポッポー館の今後の改良計画改修計画ですけれども、実は３０年度に、大規模な

改修計画を持っています。２９年度に設計を実施したいということで予算の確保は、設計費用は組んでおり

ますので、今後工事に向けて、設計業務の入札を行いたいと思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  はい、先ほどネットで募集をされているということですので、ネット

を見てらっしゃらない方あたりもですね、ぜひターゲットにしていただいて、チェックしていただければな

っていう気持ちがございます。それからもう大型施設になるとなるだけお金のほうのやりくりも大変だと思
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いますが、先ほどの利用者の数の報告もございましたが、かなりたくさんの方が御利用をされますので、ぜ

ひまずは音響とか、空調あたりもですね前向きで町長も含めまして検討をお願いしていきたいと思います。

以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、要望に応えられるよう整備していきたいと思いますので御協力よろ

しくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  他にございませんか。１番、市岡貴純議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい、市岡です。商工観光は１点お伺いいたします。主な成果表の説明の中

に２２ページ、おまけつき商品券の発行事業これに対しまして、今回２回にわたって発行いたしましたとい

うことで、この換金率の件と、あとこの手ごたえっていいますかこちらのほうを詳しく教えていただければ

と思います。 

◎議長（山口 和幸君）  出田課長補佐。 

●商工観光課課長補佐（出田 茂君）  おまけつき商品券の件でございますけれども、昨年度は一応、第１期

前期といたしまして、額面で４,７３０万円。換金されたのがうち、４,７２９万１,０００円ということで、

９,０００円が未換金となっております。後期で販売いたしました１１月３日からの販売につきましては、

額面９,９００万円、これにつきましては１００％の換金率という形になっております。また効果というこ

とでございますが、今、町内における消費者の方が、やはりこのあさぎり町外への商圏へ流れておられると

いうことが非常に心配されることから、この商品券を売り出すことによりまして、確実にですね、総額１億、

１億４,６３０万円は間違いなくこのあさぎり町内で消費されたということで効果が出ているというふうに

考えております。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい。この換金率と販売の額から見ますと、やはり、しっかりとした効果が

あると思います。町としては昨年２７年度はおよそ９５４万円、１,０００万円近くの補助していただいた

と思いますけれども、これから先の見通しの中でですね、この額の検討のほうはいかがでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、このありがた商品券の補助金に関しましては、合併当初から実施し

てきた事業であります。その間平成２０年度からは地域活性化の対策交付金ということで国からの交付金が

きた流れがありまして、そのころからかなり補助金の額が増額していたという経緯があります。そして、２

７年度におきましてはまた地域活性化の緊急支援交付金ということで２,２５０万の予算がありました配当

がつきまして、総額３,２５０万の補助金で実施したわけですけれども、２８年度につきましてはそういっ

た交付金等がないということで一般財源のみの１,５００万ということでした。今後やはりこう財政的にも

厳しくなりますので、こういう一般財源のみの予算化っていうのは非常に今までどおりというのは厳しいか

なというところです。ですから、平成２９年度におきましては、１回限りの発行ということで１,０００万

ということに減額させていただいております。なおまた、地域活性化等の交付金等がつきましたら、増額等

考えていきたいと思いますが、現状では１,０００万程度というふうに見込んでいるところであります。以

上です。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい、わかりました。やはり商工会のほうもですね、力を入れてこういった

ところに波及効果があるということであれば、そういったところもまた、検討していただいて、ほかの今国

県のですねそういうお金が出るようであれば、そういうところも活用しながらの地域の活性化に進めていた
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だきたいと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですね、他に。１１番、小見田和行議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  はい、２点ほどお伺いいたします。ページは２１ページの雑入のところ

ですね。下段より４番目の駐車場管理運営費の剰余金の件でございます。これは説明によりますと２４年か

ら２５年ぐらいまでの運営費の中で、譲与したものを２８年度に繰り入れられてというふうに見えるんです

けど、それのことを詳しくもう一度伺いたいと思います。なぜかというと、会計年度かなり隔てての繰り入

れでありますので、その理由は何なのか。第１点です。それからページがですね、７４ページだったですか

ポッポー館の電気料が、７４ページにありますけど、これがたしかポッポー館の電気と街路灯という説明で

ございました。これ純粋にポッポー館内の室内灯でなくて、館の使用している電気料と街路灯を分けてつま

り街路灯は何本分の電気なのか。それとあの国道沿いなのか、それとも商業活性、振興ということで、ちょ

っと免田町の商工、町内見ます時に、わき道にも若干街路灯ございますけど、そういうのも含んでいるのか、

その２点を教えてください。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、まず２１ページの駐車場管理運営業務剰余金２４５万４,９８７円

ですけれども、これにつきましてはポッポー館の真ん前にですね民有地がありますが、あの土地を商工会の

ほうで、昭和４７年から約４０年間４０年以上お借りしていたわけですけれども、その借地料を捻出するた

めに、Ａコープ横の駐車場、そしてあさぎり交番の裏の駐車場、これは町有地になっておりますが、ここを

指定管理で町から町が委託しております。ただ指定管理料は、０円なんですけれども、実際その従業員の方

とかがとめられる駐車場の確保ということで、１台２,０００円の駐車料金を商工会のほうで払われており

ました。それで借地料の相殺で足らない分を町が助成してきたという経緯があります。平成２５年からは駅

前の整備も進みましたし、そこのポッポー館の前の借地をやめるということになりまして、これまで駐車場

代が幾らか発生してきた部分がずっと残ってきたという経緯で、２８年度に精算していただいたということ

です。ですから、２４年までは０だったんですけれども、差し引き２５年２６年２７年に２８、２７ですね、

までの剰余金ということになります。一つはよろしいでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  出田課長補佐。 

●商工観光課課長補佐（出田 茂君）  電気料の件でございますけれども、まず街路灯につきましては、合併

時に、商工会から引き継ぎました街路灯１７２基が対象となっております。そのうちですね、はい。街路灯

につきます電気料が１４１万８８８円。ポッポー館に移管します電気料が３０６万７,８６６円というふう

になっております。街路灯につきましては、１４１万８８６円でございました。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  最初の駐車場の剰余金の問題ですけど、２５年２６年２７年の累積した

金額を２８年度で清算されたということでございますけど、大体会計的にですね、その年度年度で、出てき

たものに関してはその年度年度の繰り入れといいますか、雑入に入れるべきだとは思うんですね。でないと、

なかなかこう明瞭な会計とも言えないでもないということも考えましたのでこれ聞いたんですけど、それは

その時点で、その３年なら３年でその都度都度雑入に入れるということは考えられなかったんですよね。そ

れから、あとの街路灯につきましてですけど街路灯は国道筋なのか始め聞いたんですけど、わきに行ってい

く商店がございますからですね。それについて、たまにあるんですけど、そういうところには全然この１７

２基にはカウントされていないのか、もうあくまでも国道の両方だけなのかということをちょっと。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  剰余金っていいますか、駐車場の管理料というか、例えば白線が区画線が
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薄くなったんで引き直したとか、陥没する箇所が出たので修繕しましたとか、そして電球切れそういったも

のを管理にも使われてその余りの金額になります。確かに２５年からはちょっと、３年間ほうっておいたと

いう経緯がありますので、今後は毎年毎年清算していく予定でありますので、よろしくお願いします。それ

と街路灯につきましてはですね、国道筋ばっかりではなくて、これを立てた経緯がですね、最初は、その商

店主が半分出して、商工会が半分だし、という計画でつくられたものです。ですから国道からわき道に入っ

たところにも何本かありますので、そういったのも含めたところの１２２本、当初は１７２本だったそうで

す。現在は１２０の管理になっています。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  その街路灯がですね、そのようするに合併当時と今とまた変化している

んでございまして、街路灯と言っても今度はお店が閉まってですね当時の目的と違う今度は防犯の役割とし

て設置される部分もあると思うんですね。今後その更新とかなった場合に、やはりあさぎり町内の防犯灯の

設置のいろんな決まり事があります。それとの整合をどう考えるかですね、やはり防犯灯のみになってきた

場合に、商業商工の初期の目的とちょっとずれている場合の電気料とか設置をどちらに町がやるのかそのさ

っきおっしゃったように前は商店主とは折半でということでございますけど、やはりあの周辺のこの地区に

くる防犯灯を設置する場合ですね、それにその整合性も若干関係してるかと思いましたので、お伺いしてお

りますけどそれについてはいかがお考えですが。これは町長に聞かないとわからんかもしれませんけど。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  街路灯ということで非常にちゃんと定義を持ったすみ分けが必要だと思い

ます。現在たっている街路灯ようするに国道筋とか商店街にたってた街路灯につきましては、国道敷地なの

か、私有地なのかっていうのもありまして、当時はやっぱり私有地でもうちの看板をしょってる街路灯なの

でたててもいいですよということだったんですけれども、現在ではもう商店もしまっている状況のところも

たくさん見受けられますので、今後更新していくとすればやはりそういったところを防犯灯なのか道路灯な

のか、そういったところを判断して更新していきたいと思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  他に。１３番、久保田久男議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  はい、１３番です。１点伺います。７４ページですね夜市イベント等補

助金２００万。それから７６ページに各種まつり補助金２６４万とありますが、あさぎり町においては他に

ですね、ＪＡさんが農活祭というのをやられてます。町民の方々によく聞くんですが、あさぎり町のような

大きな町で、なんか大きな祭りはでけんとかなという話をよく聞きます。つまり他町村の例を引き合いにし

て言われるんだろうと思いますが、祭りの回数はたくさんあって、なんかこれという町が一体化したような

祭りというのが、やっぱり町民の方に感じてもらってないのかなという思いが私もしております。それでで

すね旧年度の活性化特別委員会主催の、議会報告会の折にですね若い団体３団体との意見交換をやったわけ

ですが、そのときに若い人たちに対して私が一応祭りを一緒にやるような大きな祭りをですね、やるような

ことはできませんかという提案をしました。それで、その後ＪＡ青壮年部とですね、建設経済委員会との意

見交換やった時にですね同じことをまた話したっですが、提案したっですが、その中でやっぱりＪＡの青壮

年部のほうから、商工青年部に対するなんかいろんな不満等を聞きました。昨年から始まったこの何ですか、

ぎゃんぎゃん笑祭ですか。これは確かＪＡ青壮年部も一緒にやったと思うんですよ。今年は確か参加してな

かったと思うんですよね。ＪＡは。ここら辺はどう聞いてるんですか。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  御指摘のとおり、本年笑祭の実行委員会、最初の実行委員会を開催したと

きに、ＪＡ青壮年部のほうから非常にこう不服とか不満が出まして、で、今年は外れたいということから、
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今年のぎゃんぎゃん笑祭については、商工青年部と青年団を中心に、一部ＪＡ青壮年部で何名か賛同される

方は参加していただいたと思いますが、その２団体を中心に、今年の笑祭は開催されております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  それぞれの団体で、頑張るのもいいことだろうと思いますが、私はです

ね、どうしてもやっぱり町が一体化した祭りというのがやっぱり何か必要じゃないかなと。私は町民の方に

参加される町民の方がやっぱり感じられると思うんですよね。そこの祭りに参加して、そこら辺はですね、

町長の御意見もお聞きしたいんですが。せっかくですね一昨年までの、球磨川河川敷でやってた祭りが、昨

年からグランドでやることになったんですよね。場所も変わってやっておられますが、何とかその例えばＪ

Ａの農活祭もですね一緒にその総合グラウンドでやるとかですね、そこら辺も考えられないのか。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  確かに若い力に期待したところでお願いしてきたわけですけれども、確か

にその住民総参加と言いながらなかなかこう、お年寄りまで、引っ張ってくるというのは非常に難しい問題

ですけれども、今年からですね、昨年まで夜市を実施されてましたけれども、夜市の部分を本当はこの夏祭

りとＪＡの農活祭に力を注いでいこうということだったんですね。ただ、なかなかこう一つになり切れない

ところっていうのはちょっと否めないところでありますけれども、今後やはりちょっと実行委員のあり方等

も検討してですね、もうちょっとこう盛り上がる住民総参加の祭りにできたらいいなとは思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  ＪＡと商工青年部ですね、いろんな取り組みを一緒にやる、青年部だけじゃないん

ですけれども、各種団体がですね、おおいに一緒になって取り組むということは当然のことなんですね。そ

れがもう一つできてないということであります。これはですね、やっぱり少しずつ時間をかけて盛り上げる

努力をするということではないかなと思います。私たち執行部も役場もそうでありますですね。ＪＡあるい

は商工少なくともですね今やってることは、まずはトップと言いますかね、一番上の幹部の人たちがしっか

りと話そうということで、私と商工会長それからＪＡの組合長あるいはその何人かとはですね、定期的な打

ち合わせもやっております。ですから、少しずつ時間をかけてですね一歩一歩参加を求めていくと。これは

女性部のほうも一緒なんですけどね。そういうことでやっていくことかなって思っております。そういう努

力を続けていきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  他に。他にありませんか。はい、それではこれで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午後２時３６分 

再開 午後２時４６分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。次に建設林業課所管分についての質疑を

行ないます。ちょっと待ってください。農業振興課から追加答弁がありますので、それを許可します。農業

振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、先ほど小出議員より有機センターの車検関係につきまして質問が

ございましたけれども、以前この更新をする前にダンプにつきまして他市町村のほうが安価にできるという

ことで、車検を依頼されたことがあるということでございます。現在のところはもう町内のほうで車検をお

願いする。現在購入したばかりでもありますので、今後は町内で依頼をするということで話を伺ってるとこ

でございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  それでは、先ほど申し上げました建設林業課関係についての質疑を行います。８番
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豊永喜一議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  ８番です。決算審査意見書９ページ、公営住宅使用料の収納状況についてお

尋ねをいたします。前年に比べて収入未済額が増えている理由を、現年度過年度分理由を説明をお願いいた

します。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  確かに御指摘のとおり、住宅料の収納が現年度分過年度分とも増えてお

ります。主な要因といいますのは、要するに悪質っていうことは適当じゃないかと思うんですけども、経済

状態もそうなんでしょうけれども、とにかく、催告いろいろ手段をとっているんですけども、どうしてもこ

の数がですね年々増えて対象者がですね、未納者の方が増えてまいりまして、こういうふうな数字になって

おります。いろいろこの取り組みにつきましてはですね、再々の催告、電話、それから特に年末年度末には

訪問等を行いまして、納付のお願いをしておるところでございます。それが改善されてないというのが事実

であるということでございます。まず、現在やっております対策です。さらに言いますと過年度分が３カ月

以上になりますと、納付計画書を立てていただくために、役場のほうにですね、納付相談に来ていただくよ

うに促し、一括納付が困難な場合には分割、誓約書っていいますか、そういうのをとるように指導をしてお

るところでございます。とにかく、対象者が役場のほうでは担当者もですね、一生懸命努力はしてるんです

けども、こういう結果になっているというような状況でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  豊永議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  経済的理由なのかどうかわからないと。なかなか把握しにくいづらい部分も

あろうかというふうに思いますが、まず、そこら付近をちょっときちんと把握しないとなかなか徴収もでき

ないんじゃなかろうかというふうに思いますが、今までずっと払い込みが良好の方が突然ですね、突然とい

うか病気とか、あるいはそういう仕事をやめられた等の理由等で払えないとか、そういったのを訳在りとい

いますか、そういったところは、入居されて何年以上ぐらいの方が一番多いのかという数字わかりますか。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  収入関係でその訳在りといいますかね。そういう方は確かに２、３はあ

ると思います。ただ後段御質問の入居して何年ぐらいが１番多いかという分布についてですね、ちょっと今

のところ分析しておりませんので、ここらあたり担当者に聞いてみてどういうふうな方々の入居年数経った

方々が多いのかは、後ほど報告はさせていただきたいというふうに思います。 

◎議長（山口 和幸君）  豊永議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  入居されるときは当然審査を受けられてそれば合格して抽せんもされている

わけでありますから、当然資格者ということになろうかというふうに思います。それから状況は変わってく

るとは思いますけれども、そのあたりも把握されてですね、大変徴収はきついだろうというふうに思います

が、そこらあたりをかんがみてやっていただければと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  はい、十分努力はずっと続けているつもりでございますけども、もう一

点ですね納付相談関連で、入居許可する際にはですね、当然連帯保証人の方もつけていただくようにいたし

ております。町内町外必ず町内の方１人をお願いしますというようなことで、どうしてもできない場合は例

外もございますけれども、そういう場合がございます。ちなみに昨年度もう納付相談にですね、分納誓約書

等にも一切応じていただけない方につきましては、この連帯保証人の方に連絡をして、納付指導をですねお

願いしたケースもございます。これが、去年で１０件ほどあったということでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  はい豊永議員。 
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○議員（８番 豊永 喜一君）  すいません。そういった例でですね、徴収でどうして悪質な例で退去された

方はいらっしゃいますか。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  要は当該入所者にですね、町営住宅の明け渡しを請求することのできる、

要件といいますか、要件というのは７項目ぐらいあるんですけども、これを適用しての最近の退去明け渡し

はございません。 

◎議長（山口 和幸君）  他に。１番、市岡貴純議員。 

○議員（市岡 貴純君）  はい、１番市岡です。２点のことについてお伺いいたします。一つ目は、７９ペー

ジの道路維持の委託料の部分と、もう一つは７８ページ前のページにございます。住民協働の部分でござい

ます。まず、ページ数でまず７８のほうからいきます。住民協働の部分ですけれども、こちら１６カ所を行

いましたということで、成果のほうでですね、２３ページになるかと思います。こちらですね、広報紙と住

民協働で皆さんこう行いませんかっていうと言いますか、こういうことしてますということで、写真をです

ね以前ちょっと広報紙見たときに、大変恐縮なんですけども私の自宅の前のコンクリート舗装されたときの

写真がよく使われていたんですけれども、例えばこの分に関しましても今回こういうたくさんございます。

ホームページ等とか広報等でですね、こういったところ写真を使っていただいて、もっとこう皆さんに周知

していただいてですね、こういう方法で改善ができますという、協働の部分で働きかけをできるような手法

というのをとられましたでしょうか。それと今後もそういった計画ございますでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  はい。住民協働事業の啓発についてということでございますけれども、

年度初めのですね、区長会の折に毎年、この事業のＰＲといいますか啓発はやっておるところでございます

が、過去に行われた代表的なですね、作業風景を写真に紹介しておるのみでございまして、中間中間でです

ねホームページとか、そういうものには現在のところ、お知らせというかＰＲという活動はいたしておりま

せん。ただ、そういうことでもし効果といいますかね、予算は限られておりますけれども、そういう効果が

あらわれますればですね、今後そのホームページ等の更新も考えておられるようでございますので、今後考

えていきたいというふうに思います。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（市岡 貴純君）  この分に関しては経費の削減にも少しずつつながっていく部分だと思いますし、皆

さんの地域のことは地域で守るというようなですね協同の部分で行っていけると思いますので、今後ともし

っかりとした広報のほうも進めていただきたいと思います。すいません２点目のほうをきちっと説明してお

りませんでした。もう１点はですね、道路維持費７９ページの道路維持の件なんですけれども、こちらのほ

うに委託の除草関係でございます。実際のところ延べの距離とかですね、どういったところを漏らして町内

会していただいたか。また、残ってる部分で苦情が苦情といいますか、ここはしてもらえんだろうかという

ようなですね、そういった苦情とか御意見とかてございましたらお伝えください。 

◎議長（山口 和幸君）  酒井課長補佐。 

●建設林業課課長補佐（酒井 裕次君）  はい、建設業課酒井です。除草の委託に関しまして、ちょっと面積

は個別にあるんですけど、集計ができてませんが、延長はですね、延長は集計できませんが、面積につきま

して委託分ですけども、２万４,０００平米、約２万４,０００平米を業者あるいはシルバー人材センターに

委託して除草を行ってるところでございます。これにつきましては主要な路線ということで行っておりまし

て、あとそれぞれの地区の路線につきましては、町の作業員のほうで除草しているという状況でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 
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○議員（市岡 貴純君）  はい、わかりました。そうしましたら他に何かこうその作業員さんの予算のほうで

ですね、町の方たちからの御意見とか苦情とかというのは特には出ていないっていうことでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  酒井課長補佐。 

●建設林業課課長補佐（酒井 裕次君）  どうしてもですねあの草の伸びる時期がですね、限られてますので、

作業員だけではやっぱり手におえない追いつかない場合もございますので、特に延びたところについては、

住民の方からですね電話なりの連絡がありますので、その際には、そういう場合には早々に対応していると

いう状況でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか。他にございませんか。ありませんね。それでは続きまして、上下水道

課についての質疑ありませんか。ありませんか。ないようでしたら、各課について質問をいただきましたけ

れども、全課にわたっての質問があれば、これを受けたいと思いますか質疑ございませんか。永井委員。 

○議員（９番 永井 英治君）  ９番です。農地集積のことがですね農業委員会、農振課どちらにもまたがっ

てると思いますので、ここで質問させていただきます。まずは農地中間管理機構先ほど課長の説明でもあり

ましたけども、数字的な説明もありました。そこでですねこの事業が今、この事業利用される方がまず増え

てきているのか、減ってきているのか、まずそこをお尋ねいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  山本課長補佐。 

●農業委員会課長補佐（山本 祐二君）  はい、農地中間管理機構の事業の内容ということであさぎり町の現

在の実態なり、課題点なりをちょっとお話したいと思います。７月末現在の数字でですね、農地をこれはだ

れか借りてくださいという出し手さん、が３５名で６１筆あります。それから農地をまだまだ広げたいとい

う、受け手さんの方が８０名あさぎり町おられます。これ受け手さんの方はどんどん今のところ広がってお

ります。ただですね出し手さんの方が出されている借りてくださいという農地がですね。言ってしまうとな

んでしょう、圃場整備のきれいに整った、できた農地ではなくて、中山間地のちょっと山あいだったり、自

宅近くのちょっと形がいびつな部分とか、そういったところが多くて、なかなかこの受けてさんの申請を出

すときに条件を書く欄があるんですけど、ほとんどの方は圃場整備ができてるところ、湿田でないところと

いうふうな形で希望されるんですが、その希望にかなったようなところが、なかなかないということで、う

まくマッチングができてないというのが実情です。それから、この事業を行いますと、農業の助成だったり、

いろんな事業にプラスになるポイントというのがつくんですけども、このポイントと言いますものも、あさ

ぎり町八つのエリアに人農地プランというもので分かれております。そのエリアの中でマッチングができな

いとポイントにならないということで、岡原でつくってる自宅がある方が免田で借りようとしても借りるこ

とはできるんですけどポイントにはならない。これは通作距離が遠いということで、集積にならないという

ことで、ポイントにならないという部分も、なかなか借り手もいなくてポイントにならないからやめようと

いうふうな部分も一つの原因かなというふうにとらえております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  出し手貸し手の方ですね、のメリットは前々から、大体分かってるつもりで

ございます。今言われましたように要件が悪いところはぜひ生かしたいと。そういったところが本当にこの

中でもほとんどだと思います。しかしながら借り手のほうのメリットとしましてですね、先ほど言われまし

たポイントもですねこの農地中間管理機構に載せた場合はポイントが大半プラスになりますけれども、なか

なかその自分たちに、メリットというのが見出せない。特にここを通じますと、毎年借りたところの面積の

利用状況、すべて報告しなければいけない。そういったなんか決まりがあるそうですね。そういったことで

どうもこれ使い勝手が悪いと私たちは農家側として本当に思っております。そこでといいますかそういった、

こういったましてあさぎり町のですね昔から農地流動化とかでずっと取り組んできた町としては、この事業
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に取り組んで取り組むというこれはもう決まってるから、国の事業だから仕方ないといいましても、年度が

もうこれが何年度までかとかその事業わかりませんけども、こういった事業は見直してくれと、そういうこ

とをこの町からでもと手あげて言えるようなところはないんでございますかね。 

◎議長（山口 和幸君）  山本課長補佐。 

●農業委員会課長補佐（山本 祐二君）  はい、実はこのメリットというのがなかなか見えづらいという部分

は、私たちも取り組んでいく上で非常に感じているところです。ただところがですね、一つ受け手さん側の

メリットとしてですね今まだなかなか利用者が少ないですけども、例えば今御自分の持っている田んぼの隣

の田んぼを農地中間管理事業で借りた場合一つの団地化ができます。この団地化をすることで、反あたり幾

らという交付金が出ます。だから、今は少しずつなんですけど、そういった、今から先どんどん出し手さん

の部分を借りて、そして団地化が少しずつできていくという部分でのメリット、それから実は今年度からで

すね、農業支援センター中心となって、法人化の検討委員会というのを立ち上げております。で、この法人

化をすることもメリットにもちょっとつながるんですけども、そのエリアでですね、農地を一つの法人が１

回その参加された農家さんの農地を全部借上るんですね。そして再配分するとそこで団地化ができます。そ

の面積によってエリア内の何割２割から５割、５割から８割、８割以上という部分でそのエリアに交付金が

きます。そういった部分はあさぎり町今はまだなかなかこう大きな農家さんそれぞれおられて、エリアの中

で、集積をしようというこの分が難しい部分と、たばこ農家さんを中心にこういろいろ点在をして連作をず

っと同じ場所でしないという部分もあります。そういった部分がありますので、今はなかなか難しいんです

けども、こういった一つの法人化をして、集落営農組合、単位とかですね、その会社が１回皆さんに借り上

げてまた貸し直す。すると外エリアにお金が来るというふうな部分もメリットの一つとしてありますので、

まだまだこれは、このメリットですね言ってしまうと町のほうがまだ生かし切ってないような感じもします

ので、私たちの啓発も悪いのかなと思いますが、そういう点も含めて、皆さんにお知らせをしていきたいな

というふうに思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい、わかりました。私も今さっきは見直しを進めてほしいぐらいってちょ

っと言い過ぎたかもしれません。ですね、今からまだいろいろな場所をいろいろなところで、そういう説明

する機会は、もう今までも説明だいぶ説明されたと思いますけども、そういったメリットをこういったとこ

ろも本当にあるんですよというようなですね説明もやっていただきまして、この農地中間管理事業があさぎ

り町の農家にとっても、プラスになりメリットになるように頑張ってもらいたいと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  答弁いいですね。他にありませんか。ありませんね。最終日は課長だけになります

んで、今日詳しいところは聞かれたほうがいいと思いますがいいですか。 

日程第２ 認定第５号 

◎議長（山口 和幸君）  はい。それでは、次に、日程第２、認定第５号、平成２８年度あさぎり町上財産区

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とし説明を求めます。酒井課長補佐。 

●建設林業課課長補佐（酒井 裕次君）  それでは、平成２８年度あさぎり町上財産区特別会計歳入歳出決算

について説明いたします。３ページをお願いします。歳入歳出決算事項別明細書により説明いたします。歳

入でございますが目１財産手数料につきましては、入山手数料になりますが、これは個人の方が入山される

ときの手数料でございます。目１県補助金につきましては造林事業補助金として、間伐、下刈り人工造林、

鳥獣害防止施設に対する補助が１,０１５万３,１６０円でございます。間伐等森林整備促進対策事業補助金

としまして、間伐に対する補助が１,３６３万２,０００円でございます。目１財産貸付収入についてはござ

いません。目２利子及び配当金につきましては、定期預金利子でございます。目１財産売払収入につきまし
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ては、財産売払収入として、４,１１０万９,３８１円になりますが、間伐材等の売却によるものでございま

す。目１基金繰入金につきましては、分収林の買い上げ資金としまして、１億２,１１４万６,０００円を繰

り入れて行っております。目１繰越金につきましては、前年度繰越金が、１,２４１万２,１５８円でござい

ます。４ページになりますが、目１雑収入につきましては、消費税の還付金でございます。続きまして、歳

出でございますが、５ページをお願いします。目１管理会費でございますが、節１報酬につきましては、管

理会の委員７名分の報酬でございます。節９旅費につきましては、費用弁償でございまして、会議を５回、

現地視察を１回行っております。目２一般管理費でございますが、節２５積立金につきましては、歳入で説

明しました預金利子を積み立てたものでございます。目１財産造成管理費でございますが、節１２役務費に

つきまして、組合手数料として、素材売り上げの５％を支出しております。市場手数料につきましては、売

り上げの６％と椪積料になります。森林国営保険料につきましては、３４.６９ヘクタール分の掛け金でご

ざいます。節１３委託料につきましては、造林委託料として、３,０４８万９,１３６円でございますが、間

伐、３６.９１ヘクタール、下刈り、８.１８ヘクタール、人工造林、６.１６ヘクタール、鳥獣害防止施設、

３,３６２メーターを実施しております。素材生産委託料、１,２４６万３,５６２円につきましては、利用

間伐の集積運搬に係る委託料でございます。上財産区有林管理業務委託料、１,２０３万９０９円につきま

しては、山林監視業務を球磨中央森林組合に委託しているものでございます。６ページになりますが、節１

７公有財産購入費につきましては、分収林の買い上げとしまして、１億２,１１４万５,６９０円でございま

すが、分収林１２９件のうちの８９件、約１２１ヘクタールの買い上げを行ったものでございます。目１利

子でございますが、一時借入金の借り入れを行っておりませんので、支出はございません。次に７ページを

お願いします。実質収支でございますが、歳入総額が、１億９,８９１万８,０００円、歳出総額が、１億８,

４５４万１,０００円になりまして、歳入歳出差引額が、１,４３７万７,０００円でございます。実質収支

額も同額でございます。８ページをお願いします。財産に関する調書でございますが、山林の面積につきま

しては、分収林の買い上げによります権利区分の変更がありまして、決算年度末現在高につきましては、町

有林が１,５８４万３,５００平米、分収林が、５７万９,９００平米、合計が、１,６４２万３,４００平米

となっております。流木の推定蓄積量につきましては、分収林買い上げによります変更含めまして、決算年

度末の現在高は、町有林が、５８万５,７１７.８６立方メートル、分収林が３万１２３.１立方メートル、

合計が、６１万５,８４０.９６立方メートルとなっております。次に物品につきましては、普通車と軽自動

車各１台がございましたが、所管替えを行っております関係で、０台となっております。次の基金につきま

しては、分収林買い上げに伴いまして、取り崩しを行いましたことから、決算年度末現在高としましては、

２億４,４５１万６２１円となっているところでございます。以上で、平成２８年度あさぎり町上財産区特

別会計歳入歳出決算状況の説明を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。ありません

か。 

日程第３ 認定第６号 

◎議長（山口 和幸君）  次に日程第３、認定第６号、平成２８年度あさぎり町簡易水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定についてを議題とし説明を求めます。鬼塚課長補佐。 

●上下水道課長補佐（鬼塚 拓夫君）  それでは、平成２８年度簡易水道事業特別会計歳入歳出決算書につき

まして、説明をさせていただきます。まず歳入といたしまして、３ページをお願いします。まず目１簡易水

道負担金としまして、収入済額、１３８万５,９７０円でございますが、そのうち、節２工事負担金につき

ましては、岡原熊野地区消火栓設置にかかる工事負担金でございます。次の目１簡易水道使用料としまして、

現年度分、過年度分を合わせて、１億３,２３０万４,６６４円を収入しております。前年度使用料収入に比
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べ、１.６％ほど減少しております。要因としまして、給水人口の減少に伴う給水量の低下、あと会計整理

期間の短縮によるものが原因と思われます。次に、目１一般会計繰入金でございますが、一般会計からの繰

り入れにつきましては、主に公債費償還の財源としております。目１雑入につきましては、給水工事負担金

の過年度分を受け入れたものでございます。簡易水道使用料の不納欠損額につきましては、あさぎり町債権

管理条例第７条の規定によりまして、債権を放棄したものでございます。収入未済額につきましては、簡易

水道使用料の現年分としまして、４５１名分、滞納繰越分で１１１名分となります。雑入の給水工事負担金

については、３人が対象となっております。続きまして、歳出でございます。４ページをお願いします。目

１一般管理費は、主なものとしまして、節３職員手当等になりますけども、こちら不用額につきましては、

緊急時対応分の時間外手当が見込みよりも少なかったことにより、不用となっております。節１１需用費の

不用額につきましては、公用車燃料代の３月分が４月に請求されるために、未払金として、水道事業会計へ

引き継ぎを行っております。節１３委託料のうち、検針委託料は、水道検針及び施設管理を委託しておりま

すけれども、その費用のうち、簡易水道における業務量案分により支出をしたものでございます。その下の、

水道事業会計統合支援委託料につきましては、あさぎり町水道企業会計統合に向けた財産調査及び移行支援

業務を委託したものでございます。この欄の次、５ページに入りまして、水道事業計画変更届け出書作成業

務につきましては、上水道事業へ簡易水道事業を譲り受けることにより、水道事業変更計画届け出書を、熊

本県に提出するために行ったものです。不用額につきましては、入札結果による残でございます。節２７の

公課費は、自動車重量税及び消費税納付分です。不用額につきましては、平成２８年度分の消費税でありま

して、未払金として水道事業会計へ引き継いでおります。次に、目１の建設費でございますけれども、節１

５工事請負費としまして、町単独事業によります、岡原熊野地区消火栓設置工事費を行っております。不用

額につきましては、配水管布設要望がなかったことによる残でございます。目２維持管理費は、主なものと

しまして、節１１需用費におきまして、消耗品のうち岡原第１浄水場軟水化装置に使用する塩、２,１６０

袋分、金額にしまして３０９万９６０円、及び滅菌用薬品、９８万６,３６４円などを支出しております。

修繕料は、各施設の機器の修理や、漏水５７カ所の修理、あと量水器の交換に支出をしております。また、

流用額のうち、４０３万７,０００円につきましては、量水器交換費用につきまして、工事請負費で計上し

ておりましたけれども、水道会計の統合を踏まえまして、現水道事業の会計科目に合わせ、工事請負費から

修繕料へ流用したものでございます。不用額につきましては、節１１需用費と、あと節１２の役務費、こち

らは、それぞれ電気料と電話料３月分でございますけれども、４月に請求がありましたために、上水道事業

へ未払金として引き継ぎを行っております。この欄、次の６ページに入りまして、業務委託料、こちらにつ

きましては、観測ろ過のセンサーと、水道施設の草払いをシルバー人材センターに委託したものでございま

す。不用額につきましては、水道台帳システム保守業務の支払い分を、これも同じく未払金として、水道事

業会計へ引き継いでおります。次に、節の１５工事請負費につきましては、皆越地区浄水場、イオン交換樹

脂交換工事と、岡原第１配水場軟水装置樹脂入れかえ工事を行ったものでございます。節１８備品購入費と

しまして、量水器購入、６７１個と、皆越浄水場の取水井戸用水中ポンプ１台を購入しております。公債費

ですけれども、目１元金につきましては、長期債元金で、内訳としまして、過疎債、４,０９８万８,５８６

円、簡水債、９,４６２万２,０１０円、公営企業金融公庫資金、１,１０７万５,００９円を支出しておりま

す。目２の利子につきましては、長期債利子で内訳としまして、過疎債分が２７１万３,５１９円、簡水債

分、３,３９３万２,３５２円、公営企業金融公庫資金、４４１万２,９８５円を支出しております。次に７

ページをお願いします。実質収支に関する調書でございます。簡易水道事業特別会計、歳入総額、３億４,

８３５万２,０００円、歳出総額、２億９,５０１万３,０００円、歳入歳出差引額、５,３３３万９,０００

円、実質収支額、５,３３３万９,０００円でございます。最後のページをお願いいたします。財産に関する
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調書でございます。平成２８年度中の増減はありませんでした。以上をもちまして、説明を終わらせていた

だきます。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。ありませ

んね。 

日程第４ 議案第２５号 

◎議長（山口 和幸君）  次に、日程第４、議案第２５号、平成２８年度あさぎり町水道事業特別会計利益の

処分及び決算の認定についてを議題とし説明を求めます。鬼塚課長補佐。 

●上下水道課長補佐（鬼塚 拓夫君）  それでは、平成２８年度水道事業特別会計決算書の説明をさせていた

だきます。まず１ページをお願いします。収益的収入及び支出でございますけれども、収入は第１款事業収

益で決算額、７,５７４万３,４３５円でございます。支出につきましては、第１款水道事業費用として、決

算額、５,９１７万２,３７２円を支出しております。これは税込み価格となっております。この詳細につき

ましては、１６ページをお願いいたします。収益的費用明細書で、こちらは税抜きで表示をされております。

まず収入の部としまして、目１の給水収益の水道使用料は、６,８３２万１,９９０円となっています。収納

率につきましては、９８.２％となっております。前年度と比べて、給水戸数はほぼ変わりませんが、給水

量はやや増加しまして、給水収益も前年より１％程度伸びております。次に項２営業外収益の、目４長期前

受金戻入は工事等で資産取得する際に得た補助金等のうち、今年度償却相当額を長期前受金戻入として計上

したものでございます。収入につきましては、以上です。次に１７ページをお願いいたします。支出でござ

います。項１営業費用の、目１原水及び浄水費につきまして、水質検査委託料や次亜塩素酸ソーダの購入を

行ったものでございます。目２配水及び給水費、節１４委託料では、免田東漏水調査業務を行っております。

免田東全域を行っておりまして、１２カ所の漏水カ所が判明しております。次に節１７修繕費ですが、配水

管等の修繕等として、漏水修理１０カ所、量水器交換などを行っております。目４総係費の主なものといた

しましては、節１から、次の１８ページにかけまして、節の９法定福利費引当金繰入額までは、職員の人件

費の経費などとなります。次に、１９ページをお願いします。節３６貸倒引当金繰入額は、次年度以降に回

収不能となる恐れがある額を見積もって、引当金に繰り入れたものでございます。目５業務費では、節２の

委託料として、量水器検針業務及び水道施設管理業務委託を、上水道事業分として業務案分で支出をしてお

ります。目６の減価償却費は、有形固定資産及び無形固定資産、それぞれ２１ページと２２ページに明細書

を載せております。次また１９ページですが、目７の資産減耗費につきましては、二子地区及び久鹿地区の

配水管布設替工事により、取りかえ前の分を除却したものでございます。項２営業外費用の、目１支払い利

息及び企業債取扱諸費につきましては、企業債償還利息で、政府資金と地方公共団体金融機構分を支出した

ものでございます。それでは、前のほう２ページに戻っていただいて、資本的収入及び支出になります。ま

ず収入につきましては、第１款資本的収入につきまして、平成２８年度は、配水管布設替工事を行っており

ますので、第１項企業債及び第３項の工事負担金を収入しております。工事負担金につきましては、布設替

工事に伴う消火栓の取りかえ分を、一般会計から負担金として受け入れているものでございます。他に、第

４項水道加入金、４７万８８０円を収入しております。次に支出です。支出につきましては、第１項建設改

良費、こちら内容につきましては、二子地区及び久鹿地区の配水管布設替工事となっております。第２項企

業債償還金ですけども、起債償還の状況を、２３ページの企業債明細書に記載しておりますので、ご覧いた

だければと思います。また、２ページに戻りますけれども、２ページの資本的収入額が、資本的支出額に、

４８２万２,５１６円不足しております。２ページ、下段枠外にですね、書いておりますけれども、減債積

立金、１７０万４１円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、３１２万２,４７５円、こち

らで補てんをしております。続きまして３ページをお願いします。損益計算書でございます。当年度の純利



- 196 - 

益につきましては、ページ右、最下段のとおり、１,３４４万７,０８４円でございます。４ページをお願い

します。その他未処分利益剰余金変動額につきましては、年度中の減債積立金の振りかえた額となります。

これと当年度純利益を合計しまして、当年度未処分利益剰余金としまして、１,５１４万７,１２５円でござ

います。５ページにつきましては、剰余金計算書となります。剰余金の増減を、あらわしたものとなってお

ります。次に６ページをお願いします。平成２８年度水道事業剰余金処分計算書案でございます。当年度未

処分利益剰余金を議決をいただきまして、処分させていただくものでございますけれども、その他未処分利

益剰余金変動額の、実際には金銭の移動を伴わない利益を組み入れ、資本金の積み立てとして、利益剰余金

を減債利益剰余金を減債積立金として、処分させていただくものでございます。本案のとおり処分させてい

ただきますようよろしくお願いいたします。次に７ページをお願いします。水道事業会計貸借対照表でござ

います。ページ右下段の資産合計と、次の８ページの、負債資本合計額は、ともに６億５,０３６万４,２０

７円となっております。次に１１ページをお願いします。平成２８年度水道事業報告書でございます。この

ページから、１４ページにかけまして、業務状況の詳細や、事業収支等の前年度比較を掲載しております。

内容の説明については、省かせていただきますけれども、この１１ページ（１）の総括事項の①で有収率に

ついて触れておりますけれども、平成２８年度の漏水調査及び修繕によりまして、現在の有収率は昨年度よ

り、１.１％増加し、７９％となっております。次に１５ページをお願いします。キャッシュフロー計算書

でございます。この表は、現金及び現金同等物の増減を、１会計期間で示したもので、キャッシュフロー計

算書で、会計にどれくらいのお金があるかを表しております。これによりまして、年度内の資金の増加額は、

４,１２５万７,７７９円、資金期末残高につきましては、２億２,８５４万４,１６５円となっております。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑ありま

せんか。 

日程第５ 認定第７号 

◎議長（山口 和幸君）  次に、日程第５、認定第７号、平成２８年度あさぎり町下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定についてを議題とし、説明を求めます。鬼塚課長補佐。 

●上下水道課長補佐（鬼塚 拓夫君）  それでは、平成２８年度下水道事業特別会計歳入歳出決算書の説明を

させていただきます。まずは３ページをお願いいたします。まず歳入です。目１下水道事業分担金、現年度

分、過年度分合わせて、８５０万７,２２１円を収入しております。前年度よりも、３.１％の減となってお

ります。平成２７年度で、事業は終了したことに伴うものです。不納欠損につきましては、滞納者に処分す

る財産が無い、または生活困窮などの理由によって、滞納処分の執行停止を事前に行いまして、不納欠損処

理を行ったものでございます。次に、款２使用料及び手数料、目１下水道使用料、現年度、過年度合わせま

して、１億８,６７９万７,７５７円を収入しております。前年度より、１.７％の増となっております。接

続戸数の増加による流入量の増加によるものでございます。不納欠損につきましては、分担金と同様に、執

行停止を事前に行いまして、不納欠損、この決算処理を行ったものでございます。目２簡易排水使用料、現

年度、過年度合わせまして、５６万５２０円を収入しております。前年度より８.３％の減となっておりま

す。収入未済額につきましては、下水道事業分担金の現年分で、対象者１８名、過年度分で１０４名と、使

用料につきましては、現年分で１７名、過年度分で１８４名、手数料につきましては、督促手数料になりま

すので、それぞれ現年分が、２,３２７件分と過年度分が、６６０件分となります。次に、款３国庫支出金、

目１下水道事業国庫補助金につきましては、４ページに入りまして、平成２８年度、現年度分事業費としま

して、３,０００万円、補助対象事業費の５割を収入しております。収入未済額につきましては、ストック

マネジメント基本計画策定業務委託を、平成２９年度に事業費で、１,３２６万４,０００円、こちらを繰り
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越しておりまして、その財源となっております。次に、款４繰入金、目１下水道事業一般会計繰入金です。

一般会計からの繰り入れを受けておりますけれども、こちらは主に公債費償還の財源となっております。目

２簡易排水事業一般会計繰入金、こちら一般会計からの繰入金でございますけれども、公債費の償還及び維

持管理費の財源となっております。款５繰越金、目１繰越金、前年度からの繰越金で、２,９２３万２４０

円でございます。そのうち、２７年度の繰越明許費が、２４７万円となっております。款７町債、目１下水

道事業債、下水道事業債としまして、２億７７０万円となっております。下水道事業債、３,７２０万円、

資本費平準化債、１億７,０５０万円の借り入れを行っております。次に款８財産収入、目１利子及び配当

金につきましては、減債基金基金利子を収入したものでございます。５ページをお願いいたします。こちら

については、ここから歳出でございます。目１下水道総務費の主なものといたしまして、節１３委託料にな

りますけれども、基本計画策定委託料となっております。不用額については入札残となっております。次に

節１９負担金及び交付金、排水設備助成金としまして、３４件に助成を行っております。目２下水道維持費

の主なものとしましては、節１１需用費の中で、修繕料としまして、マンホールポンプの機器の修繕、管路

舗装の補修、道路改良工事に伴うマンホールの調整工事などに支出をしております。不用額のうち、主なも

のにつきましては、当初予定していたマンホールポンプの汚水ポンプ交換と、水位計の修繕が不要であった

ことによるものです。次に６ページをお願いします。節１３委託料、備考欄の施設保守点検委託料といたし

まして、マンホールポンプ４６基分の点検をお願いしております。その二つ下の、検針業務委託料につきま

しては、検針業務の下水道事業分として、事業量案分によって支出をしたものでございます。節１９負担金

補助及び交付金の、流域下水道維持管理負担金につきましては、下水処理場へ流入する平成２８年度計画水

量分と、平成２７年度の精算差額分を合わせまして、１億４,２８６万２,９９４円を支出したものでござい

ます。不用額につきましては、流域下水道の維持管理負担金の確定によりまして、不用となったものでござ

います。次に目３簡易排水維持費、深田草津山地区の簡易排水施設の、１１戸分の維持管理費を支出したも

のでございます。目４下水道建設費につきましては、主なものとしまして、７ページをお願いします。節１

３委託料の繰越明許費につきましては、先ほどもちょっと話しましたけども、ストックマネージメント基本

計画策定業務委託を、２９年度に繰り越したものであります。不用額については入札残によるものです。次

に節１５工事請負費ですけれども、こちらは管渠築造工事が１件、舗装復旧が９件、公共枡設置工事が１０

件行っております。舗装復旧工につきましては、補助対象事業となっております。不用額も同じく、入札残

によるものとなっております。節１９負担金補助及び交付金は、球磨川上流流域下水道の浄化センター管理

棟、ポンプ棟、こちらの耐震対策工事及び浄化センターなどの改築更新詳細設計、また幹線管渠の耐震対策

詳細設計、ストックマネジメント計画基礎調査に伴う建設費の負担金として、支出したものでございます。

項１公債費としまして、目１元金、目２利子、合わせまして、４億９,６５９万９,７９４円を支出しており

ます。不用額につきましては、起債借入額の減に伴うもので、主に流域下水道建設負担金の減によるものと

なっております。次に８ページをお願いいたします。平成２８年度実質収支に関する調書でございます。ま

ず歳入です。歳入総額、８億１,１９６万１,０００円、歳出総額、７億７,８８８万３,０００円、歳入歳出

差引額、３,３０７万８,０００円、翌年度へ繰り越すべき財源、（２）で繰越明許費繰越額、７２６万４,

０００円、実質収支額、２,５８１万４,０００円でございます。最後に９ページをお願いいたします。財産

に関する調書でございます。物品につきまして、異動がありまして、年度末現在高に変更がありまして、年

度末現在高は、普通車自動車で２台となっております。基金につきましても、年度内に増減がありまして、

決算年度末現在高として、６億５,０６３万６,９３４円となっております。以上で説明を終わらせていただ

きます。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。８番、豊永
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喜一議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  下水道料金の賦課漏れの調書についてお尋ねをいたします。昨年の５月２６

日に行われました建設経済委員会の中の説明では、未納者２８名、未納額２７６万６,０５２円、納付率７

０.７％ということで、時効にならないよう納入をお願いしているということでございましたが、その後の

状況と新たに見つかりました分免田東未納者５名、４４万４,６１６円、納付率です６.８％、また出てくる

可能性があるということでございましたけれども、その調査結果についてその２点についてお尋ねいたしま

す。 

◎議長（山口 和幸君）  鬼塚課長補佐。 

●上下水道課課長補佐（鬼塚 拓夫君）  はい、賦課漏れの分につきましてなんですが、今年の３月末現在の

数字でございますが、２７年度までに調査が終わってる分で全体の賦課漏れ額が９４３万４,０９０円。３

月までの今年３月までの収入額としまして７５１万２,２３１円、徴収率につきましては７９.６％となって

おります。件数につきましては、全体で６３件でしたが、完納者が４３名で、現在２０名の方がまだ残って

いる状況です。２８年度に調査した分ですが、金額としまして、４４万８,３４２円。こちら４名の方が対

象です。収入額が１２万５,８４６円、１名の方は完納しておられます。徴収率につきましては２８.１％、

３名の方がまだ残っておる状況です。あと最後に調査の状況なんですが、今随時ですね、ちょっと地区を絞

りまして、今あたっておりましてまだその結果のほうが出ておりませんので、また調査結果が出ましたら報

告をしたいと思います。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  豊永議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  今の件についてはですね、最終日で結構ですから、資料の提出を求めたいと

思いますがいいでしょうか。それとですね、去年の５月にそういった説明を受けましたけれども、免田西と

上地区の調査するということだったんですが、もう約１年ぐらい経過して調査結果はまだ出ないんでしょう

か。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 

●上下道課長（深水 光伸君）  はい、上地区についてまだ調査を進めているところですが、まだなかなかあ

の業務のほう手が回らない状態でおりましたので、早急に調査を進めていきたいと思います。どうも申し訳

ございません。 

◎議長（山口 和幸君）  豊永議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  これは結局はですね、事務的なミスから始まっとっとですよね。ですからこ

れこういうことは、何ちゅうですかね、捨てておくんではなくて、早急に対処して可能性があるならですた

い、また同じミスの繰り返しが出るんじゃなかろうかというふうに思うわけですよ。そこのところはたとえ

業務が忙しかろうといいなっでしょうばってんですね、迅速に対応してもらえばと思いますが。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 

●上下道課長（深水 光伸君）  はい、できるだけ迅速に対応させていただきます。先ほどの資料の件につき

ましても最終日に提出をさせていただきます。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか。他に質疑ありませんか。溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、下水道の区域内での接続数ですね、全体の区域内の戸数がもう大体

把握されてると思うんでそれからはじき出していただいて、そしてなおかつ、今年は接続が増えたという話

でした。ただ一方減っていく接続しても空き家になっていくという可能性だってあるんだけれども、そのあ

たりが何戸ぐらいあっとですかね。それと同時にですね、浄化槽以外、下水道以外区域外で合併浄化槽が推

進されておられますが、今回も今年も２８年度も実績上がっていますが、戸数ですね、合併浄化槽を設置し
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た戸数と全体の設置率そして、それ以外は結局は汲み取りですよね。ここをどうするかということになると

思うんですけれども、この方々に対しての合併浄化槽普及設置をお願いしたいとただなかなかそういう方々

が非常に厳しい面もあるんではなかろうかと思うんですね。やっぱり考えていかなければいけないのは、私

は以前から下水道はあんまりやったら財政もたんですよと前から私は言ってるんだけれども、それに対応す

るにはやっぱり市町村設置型の合併浄化槽というのが、私は、町の財政的からするとですね非常にプラスに

なっていくと私は思うんですけれども、このへんはどのようにお考えをされてるのかお尋ねしたいんですけ

ど。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 

●上下道課長（深水 光伸君）  失礼しました。下水道の接続世帯数ですが、現在３,９５５件です。接続率

としましては、８１.５％、３月末現在です。浄化槽の全体戸数については、今日資料を持ってきておりま

せんでしたので、また後日報告させていただきたいと思います。それと先ほどの下水道に接続された戸数と

接続された方が使わなくなった戸数ですけど、それもちょっと、今回まだ全体の接続率だけしか持ってきて

おりませんでしたので、わかるようでしたら、あの１５日に報告させていただければと思います。それと汲

み取りのところの浄化槽への推進ですが、今のところ下水道と個別の合併浄化槽の個人による設置しか行っ

ておりませんでした。球磨郡内でも、今のところまだ、町村設置型の合併浄化槽を推進しているところもな

い状態でしたので、そこまでの手配はできておりませんでしたが、今後そういう事例も考えながら、どうい

うどれぐらいの費用負担が必要かというのもまた探ったところでその事業に持っていけるようだったら取り

組めればとは、私個人としては思っております。まだそこら辺の資料等を整理ができておりませんので、市

町村設置型にすぐに取り組むかという御回答はちょっと控えさせていただきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、はい、あの資料については１５日でも構いません。市町村設置型に

ついてはですね、やっぱりなかなか個人でと補助金はあってもなかなかそれに取りかかるというふうなとこ

ろは厳しい面があるというふうに私は思うんですね。ですからこの町村型設置の浄化槽については、補助金

あるいは交付税もあるかな。その辺ちょっと勉強不足、また私も半端勉強ですからわかりませんが、やはり

できることなら全体がですね、そういった形で環境が整備されていくように推進をしていただきたいなとい

うふうに思います。それと一方ですね、下水道の県が管理しております処理の能力この辺は今あの広域行政

組合の汲み取り、合併浄化槽の処理についてはやってるんですが、あれでも毎日の処理能力をオーバーして

るんですよ。まだ。やはりあれを減らすには下水道につないでもらわんとほんとどうにもならんわけですけ

れども、一方、それが伸びない部分については、今度は維持管理費がですよ将来、町の負担に増額になって

くる可能性だってないんではないかなと私は考えるんですけれども、そういうお話というのは、まだ現状維

持でいけるんですか。県の経営状況からいくと、あそこは今の単価で。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 

●上下道課長（深水 光伸君）  流域下水道の処理場の単価の件でよろしいですかね。今県のほうも経営計画

を３２年度に法適用化する関係もありまして、経営計画を今見直しをかけております。今、ここの県、私た

ちにいただいている数字ていうのがまだ、５年単位とか３年単位の数字で経営計画をいただいておりますの

で、まだはっきりそれ以上の、ところについて、今の単価で大丈夫かというとちょっとわからないところあ

りますけど、今年度から９７円だったと思いますけど単価９７円から９１円９０円ぐらいまでに維持管理の

１戸当たりの単価は下げられるようにはなっております。ただ今のところ公会計でやっておりますので、こ

れが法適用化されたときにどうなるかというのがまだ県のほうからはっきりお示しいただいておりませんの

で、料金についてここ２、３年でどういうふうになるかっていうのは、県のほうから報告があるかと思って
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おるところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  他に１１番。小見田和行議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  下水道の使用料にかかわることで、以前から私質問していたんですけど、

同じ住民でおきながらですね、合併処理浄化槽設置エリアと浄化槽に接続する住宅、住民とですね、やはり

平等性、公平性がなくちゃいけないということで試算をということで十分昔からお願いした経緯があると思

うんですよ。今あのどんどん家族も少なくなってですね、今ひとり住まいとか２人住まいになってきてても

う、７人槽の合併処理浄化槽の維持費を払っているところも結構おられます周辺に。その辺のところをです

ね今一般会計から３億４,０００万ほど繰り入れてあるんですけど、その辺のところから、どの辺の分岐点

ですが、例えば人数が７、８人おっての家族であれば、合併処理のほうがいいか、少なければ多分浄化槽に

つないだほうが下水道に接続したほうが個人の負担は少ないと思うんですけど、その辺のところの分析はあ

れからもう数年経ってますけど試算できてますかね。大体その辺はある程度我々に開示してほしいと思うん

ですけど、いかがでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 

●上下道課長（深水 光伸君）  はい、合併浄化槽と下水道料金の分岐点でございますが、町長の命によりま

して一応今表をあらかたつくっております。まだ町長あたりとそこら辺の内容の確認をしていただいており

ませんので、大体の話しかできませんけど、大体５名程度で分岐点が来るというふうには思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  ５名で分岐点ということを非常にもう２人３人だと非常に不利益をこう

むってるということなりますよね。これはま、財政的なこともありますから、補助だとかという話になるか

どうかわかりませんけど、やはりそれを長く放置していくこと自体は、下水道浄化槽の合併処理浄化槽との

施策に関してですね、公平性が保てないと思うんですよ。だからそれについてあたりは今後十分考えていく

べき時点がいずれ近いうちに来ると思うし、またあの下水道もさっきありましたように接続されててもです

ね空き家になったりというようなことで、非常に負担を重くかかってくる時期がございますのでそれについ

ての将来的な見込みについてですね、合併処理浄化槽持っててもそこは空き家になることもあるんですけど、

そういう状況において１人２人の世帯に対してですね、できるだけ負担が余り変わらないようにするための

施策を今後考えてほしいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  答弁。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい、愛甲です。今おっしゃったとおりですね、先日、さまざまな町の施設の管理

について、議員の皆様からいろいろ意見も出していただいてですね長期的に下水道がどういうふうに今後、

ですね、収支、あるいはそれを維持するための経営どうか、長期的な算定を見る必要もあります。ただ一方

で今現在ですね、合併浄化槽で生活されてる方、それから下水道で生活される方、今ここのところですね、

やっぱりきちっと今言われたように、もう一遍この辺でですね、きちっと客観的に見ていく必要もあると思

ってます。これについてはですね、今回の議会中でちょっと時間的に足りないと思ってますので、少し精査

をしてみてですね、また議員の皆様方にも機会を見てきちっと報告して、今後の取り組みについては、少し

ずつ皆様の議会でも理解を深めながらですね、方向性を見出していきたいと思ってますので、この機会にで

すね、今、小見田議員が言われたようなことを精査をさらに進めていい方向にいい方向っていうのは、負担

感がそんなにそぐわないというような方向にですね、検討してみたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  他に。建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  一般会計に戻りますけども、豊永議員から質問がありました町営住宅使

用料の滞納者の入居年数ということでございましたが、一応調査しましたところ、入居年数２０年から３０
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年経過された方々がほとんどであるということでございます。以上報告いたします。 

◎議長（山口 和幸君）  他にありませんか。ありませんね。以上で本日の日程は全部終了しました。本日は

これで散会します。 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、お疲れ様でした。 

 

午後４時０７分  散 会 


